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目立製エレベータ lま勿論奮日本エレベ ータ製造株式

会社製のもの 務 A . R.  See 会社製のものの保守

や修珂ち御引受け致します。

設計資料其他御入用の節は最寄与の営業所へ御照会下さい。

東 京 大 阪 名 古 屋 縄 問 仙 台 札 幌

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 回

楼物産株式曾拡大阪支庖

電 箆 北 浜
@ 代 表 6 9 4 1

6946- 6949  

東 京 ・ 営 築 研 沼 岡 ・ 札 純

日 ::tt. 

H / T A C H I  

製 他 府
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建 材 審 査 の 件

予而申出のらった平安瓦並ナュワ瓦審査の件は悦意筑査研究中の所本年一月十一日策合会の結果ー木蚕員会の規

程に従い下記の遥り証明笹を発行した。

優 三 良 証 明 書 昭和26年度第 2 号

t:I 

ロロ 名

1. 製造社名

新型実用新案卒安瓦

合資金註佐村木商底

昭和廿六年十一月二日提出された資籾につき本会建材審査委員会に於て審査の結果

在来日本瓦の改良に創意を加へられた此型式は別記特徴に より優良と認める。

昭和26年1月11 日

特 徴 概 記

1  安定度が大きい 2.  . 上171重量が経濃される 3. 南水の逆ffi に対する芳a.tJ 明 lまれている

4  水谷の深さが大きい 5. 瓜災の防止に役立つ

以 上

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 眼 健 治

日: 本建築飽会建材審査委員会委員長 置 塩 章

優 良 証 明 書 昭和26年度第 3 号

t:I 

ロロ 名

1. 製造社名

サ - ワ S 瓦

十二ワ瓦株式会社

昭和廿六年十月八日提出された3変革ヰにつき本会建材審査委員会に於て審査の結果

止t型式は別記特徴に依り優良と認ある

αU記特徴は上記平安瓦と全文同一でる; コ 以 上

昭和26年 1 月11 日

社団法人 日 本 建 築 協 会 身 長 竹 股 健 治

日本建築協会建材審査委員会委員長 伝 説 草

信目下審査中のものやよい防火板、ウカ液防水剤、田島石綿ルーフイング、アスタイル、税強金初サ、ソポート、

朝日浪形' 待製スレート、防火塗料マキシタイト、最近申込のヤハズラス等あり新旧資材の向上発展のため多数審

査申込を歓迎している会員各位に於かれては証院審交附品のー般周知方と同時に御関係、の建材業活が本委員会受

饗される様御協力お駁します。

日 本 建 築 協 会 主 記
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潜 血 工 法 映 画 観 賞 会 開 催

昨年末本会主催の第一生命 ピル建築港医江事現場見学会に多数の御参集そ頂き厚〈御礼申し上げま

す。さて今般、竹中工務庖より潜函工事: の映画を御提供下されたので比の際、更に会員諸氏の御研究

にー段と有意義を加へるかと存じ、叉現場見学会の時は非常に騒音なる為め充分に税関が聞き取りに

くい点もあったと思うので此等を補う意味に於て再び題意を変へて開催する次第であります。街お吠

空手会場は昨年11月竣工の消新なデザイシにたる大阪市警視庁 F ラプで大阪に於ける祈建築の一つでも

ある建物の に設計施工竹中工務庖コ見学も兼ねる意味・で、' 特に此の場所を選びました多数の御参加 ど

希望する次第であります。

1  プログラム「潜函工法に就て」竹中工務活設計部 6:  潜函工法と映画に就て 従来の地下室構築におけ

長 日野勝好氏潟演後映画 「潜函工法」吹写時間約50分 る一般堀豊富工法はその施工に当って幾多の危険と日時、

2  日 時 2 月14日仁木コタ 5時、時間励行 C特iこ

会員諸氏の御 lis 合を思い此の時間に致しました。

一部会員の声に依れば日閥、休日 、に此の種の会合: 主催

すようにとの事に対し、種々労働基準法等に依り不可能

な 為 め突施に至りません ｩｊｾ 来なるべく御希望に添うよ

う努力致しますρ

3.  集会所 大阪市警視庁クラブ、 仁市電、馬場町下

車旧日赤跡ニュ ージヤパゾの隣り 、会員章はお; 正とれなく〉

4  会費 ｾｊ 円く申込と同時に払込の京、 会場受付

iまお断リ 致 します〉

5  申込補切 先芦 11頂150名迄満員次第〆切

冗裂を伴うものであり此れらの解決方策は学界 ・業界の

ーたきな課; mとして各方面で考究されていましたが、止ヒれ

告と合理化 したも のが昭和14年 9 月「地下建築物の泌下工

法」として特許を得たる 「竹中式潜函工法」であ ります。

戦前各所に本工法を実施し叉幾多の実験試作と研究を

電ねられたが戦後関東 ・関西両地域に於ける最大の建築

物である東京日比谷の日活国際会鎗 ・大阪駅前hの第一生

命ピルデイゾグは共に本工法によるものであ旬 、 その地

質と建物の形状施工法に於ても亦新 しい分野: ど拓いたも

のであります。

本工法は独り建築物の地下室に用いられるばかりでな

く浄化棺、貯水槽、橋台、地下鉄突皮岸壁、:n他地下公

降、地下貯1由障の建設にも低限安全、短期等の合理性を

もって充分に応えられるものであります。

向お本E央函は昭和13年竣工の銀座会館ケ ーソニノと昭和

Ｒ￴ 年竣工の民活国資会館ケ ー ソゾがＡＡ［ｉｾ 写されます。

菊 正 宗 酒 蔵 (嘉 宝 蔵) 見 学

l}LE宗限造元本嘉納商庖酒蔵見学会下記要1買で開催し、fこします。

，. 日 時 2 月"16 日〈土) 3時、前!雨不論

1. 集 合 研 木 嘉 納 商 庖 仁 阪 神魚崎下車京浜叫を歩

約五分〉

1  見 学 鉄筋 コγ クリート造嘉宝磁 C大林組施

エコ建物並ー世作業に依る治活状況

1  会 費必百円也、申込と同時にお届けのつF

1  申込締切 十 ｬ 呂田迄会費と 共に申込む ＺＺＱｾＺ 111予定ー人

員に達した時先着〆切

0 ; ，ド凡学は准会員: ど除く、 O 代人及同伴絶対ぉH頃り の:Jc

O会員主主必ず活用のIJrO 人員制浪あり当日ヲ! な入お冷rr りの

士五

L、j、 J'o

日本建築協 会会妙ｾＧ・ ｮ 会
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A  例 午 餐 会 仁毎月第一木船開催の件

会員各f立が時 々一堂に会 し懇親を深め意見の交換をな

される事は尤 も有意義と考えま して試みにー月十四日第

一回開催いた しました 処約 ｾｏ 名の参加を 得 践会 でした 、

今後下記により 定例午査会を催 します、此機会に於て私

共の念願 しております綜合部門低気部門管エ部門建築材

部門妓術部門く建築上: . lJ;. 一般技術者〉よ り多数御出席生

得意: 凡の御発表や.(iiJ かと御歓談、あ らん1克也被望いたしま

す、京1 m、兵庫、和歌山の近接支部よりも出来る限り御

幸具合せ御出席方待望いたします。

。毎回全会員に通知発する事は数万内を要し経済的に 。

言干 しませんので此会告ど御記憶の上毎回前日迄に御申込

み願います。に予定変更共他特別事情発生時は別途周知

いたします〉 当分は1[ ;役場或は委員会英{也右会合に連絡す

J ' ¥ン 7 レ ツ

重量に特殊建築物についての関係法規索引発行大方の好

評を博しているが二月以降の出版公函と して下記予定し

ている、発行後は是非一本を座右にされたし、。

1.  空気連行剣について

専門記事と呉る建築家の立場から主として旋工l百よ

りの観点等

2.  新らしい防水工法について

セメゾト、ア ス7 アJ レト 防水の新旧工法

3. 合成樹脂について

建材中の花形プラスチ ック スアタ リライ ト、 最新発

回据- 岨圃喧墨沼恒l a ! I I i I I ー一千園田- 四ー竜崎明沼恒

る外個人宛の通知は差上げかねますので下記要領特に御

留意の下さる様電ねて願います。

ニ月以降定例午五会

1. 目 隠 毎月第一木陥十ー時半築合

1. 会 場 ニユ戸オ戸サカ市内梅田新道交叉点

同和 ピル〈元共同火災〉七階

1.  会 費 ￥o(，().uu なるべく申込と同時にお払込

みの事

1. 申 込 毎回定例 日前日迄ハガキ電話O其他方法

で、三月は二月七日 仁木コ

朝日 ピル事務所 仁北浜1334番 天 神 橋 分

室* 861香〉え御申込下さい

日本建築協会主記

ト 出 版 予 告

ｮ 月の メラミ ｙ 、 塩化 、 限 ｔｾ 堂 、硬 質各ピ ユ戸 ｊ レ 材を主

付とし たも の。

4. 衛 生 工 事

排水と通気管、給水給湯、消火設備、汚水浄化、

改良便所、器具材料等。

5 昇 降 機

大さ、種類、速段、積載量、台数撲択評準、ハッチ

の大さ標準マシ Y ルム、扉の誼頭 等。

日午細は遂て発表。

登 録 商 標 、

日新のマルエス印

zps，.ヲ4 Lヲ・・

事ぜ造販売並に工事与を工

耐酸アス771Lト工事事問

世 得 的 農 産 主 級 品

輝 く 3 0空 手 の 結 晶 1':;: 藍 綬 寝 章 受 賞

大 阪 市 西 区 新 町 ; j t  ｾ邑一丁目四 ｏ

日新工業報京会社大阪支庖

事話新町 ＨＵＳＩｾｾｾ よ ｾ Ｊ， ｦｉＱ 工場索烹郡定且区平佳需町六三
圃圃E 園開園田園園田l ! Mi I I I ! ! ! ! W! Mτ- 戸哩重量咽圃圃



士ｾ株三

安田レー} レ株式会社

故障絶無の領砂優秀品

ニソ N ナドーアチェック

普73

務審元白木金具鍛イ食戸庁

代 理 底 株式会社 石 倉 商 庖 立 野 一 郎 商 庖 松 本 金 物 株 式 会 社

大阪市南区長姻橋筋二ノ一 大阪市南区笠屋町三七 大阪市南区西賑町ー六

電話南〈花) 5713番 電話南〈花) 5392番 電話南〈花)1572 ・1573
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市立池田病院

位 置 池田市城南町93

設計及構造 京都大堅

生 活 科 嵯 研 究 所 建 築 部

施 工

主 体 工 事 松 村 組

電 然 工 事 務 電 然

衛 生 工 事 桐 国 間 舎

暖房ー工事 三 晃 R司令

昇 降 機 工 事

日本エレペー タ

延面積 117.422坪

病 室 床敷HJ 床

(  11到床73. 大病室邑}

ヱ 費 78. 275. 000円

平 面 図 説 明

l 階 2. 入 院 事 及 救

念 草 入 口 3 彦、者待合

室 4.内 科 診 察室 5 内

科虎音量室 6. 内 科 小 児

科 検 査 室 7. 小 児 科 診

妻美室 tl . 民主置室 ! l 小

児 科 隔離 室 JO. l ;¥lf;斗

治 療 診 察 室 ] J . 技 工

室 ＱＲ 待 合室 ＱＺｾＮ 耳鼻

科 訟 祭 庭 置 室 14.締 人

科 待 合 室 15. 綜入科タト

珍 室 JG. 婦 人 科 内 診 虎

号室室 17. 産 室 l H.X 線

筆 HI .l I 民科診察治療室

込

4  

巴 =

0  

2却O. 検 査 室 2幻1. 列外、科 診 祭 釜 Ｒ幻 ＲＮ 夕外卜科髭量世￬Ｚｾ室室 2お3，耳恥恥t.室 2μ4 器

t制紙紋孤d吠室 2お5 準{制倫t桁仕室 2鉛G. 大 手 術 室 2幻7.1]刈小、手術室 3泌8

釜 2叩9 禾 i消泊消.主議苓室 . * 機畿械洗濯室 3初O. 叡既:i!消向幸諜隼室 3幻1 . 殺縫室

3均2.段段r消向幸諜怠t含主庫 Ｓ拘 Ｓ Ｎｾ 寮霞 安室 3汎4下 足 室 3お5.電 話 交 換 室 3鉛6噂干宿首

直 室 3釘7. 舎 計 釜 3問S. 翻 削 室 30注 射 薬 室 40 薬 品 庫 品1 案

内 所 42.受 付 43 暗 室 45.厨房 46.9' 卜* 者食堂 47 食 料

10 E可= 弓附

l 階

品 倉 庫 48. 炊事 事 務 室 49. 電車電室 50. ボ イ ラ ー 釜 51 浴 室

52. 面合室 55. 守 衛 5u 玄閥

2階 2. 病 室 3 準 備 継 室 4. 居 室 518署長室 U 便 所

7 洗 面所 H. 看 護 婦 念 堂 10. 作 法 室 11 . 貿信 12. 髭 局 13. 医

長 研 究 室 14. 機 倭 室 粂 舎 議 室 15 司王訪釜 山‘ 事務長室

17. 院 長 室 19 看 護 婦 詰 所 :l 0. 砕 氷 仮炊 室



ｎｈｋｾ 也ノ上家族寮
設 計 主 旨 卒 商 圏 説 明

位 置 東 京都世 田ヶ 谷 区北沢2- 35 台所士家事室 として主婦の i活動 分 1. 玄 闘 5. 居 間

設 計 日本放送協令管絡部

野全般に渉る部屋: と して機能を擬強 ! l . ホ ー J レ 6. 子 供 室

施 工 古 久根建設株 式 合枇

し、南側に設 け炊事、食 壊、雲足場を 3.  I蔚 房 7. 燦 室

Ｍｾ さですませるように し た Ｓ 南側 ベ 4. テ レ 旦

延 面 積 374.018坪
ランダの洗濯槽は洗面も粂ねる。

構 這 銀 筋コ ン !I 9 ー ト壁! 仮階建

や
Ｎｾ＠

¥ 

日 n
九、

』同よ
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アメリカの住宅

所 在 San A n旬 、i o，Texas  

設 計 Mi l t on Ryan 

柱は官置か 直径 l Pt 4 ' の鋼管である 。ュ

床と 天 弁 1:1:. 2吋 x 811，j - のジ ョイス ト、

基礎はコンク P ート 。 屋根はメ タル

ラλ に ピッチ と砕 石 を塗りつ けた も

の。 タトEまは断熱フ ェ ノレトを侠 Iv で雨

商から レッ ドウ ッ ドの. . . . . . : . =ア板を貼

っ てい る。 プラン は 居間 台 所 部 分 と

察室部分を分け た最 近 の 傾 向 に従 っ

てい る。粁 は 4 1リと もあり 、ポ ーチは

戸 外の居! 日! の役 を果たすコ

( Magaz i ne  of  E ll i ldi・ng ，Oct.

1 95 1)  
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イタリアのアパート

建 築 家 Car l o Pagani  

イダリ アの建築は最近在来り紹介さ れて いない。

そ れ で この ミラ ノのア パ ー ト を 御 覧 に入れ る。

外観は 軍 ｾｊￜ が な 〈 てｴｬＧＱ ｊ らな い が 、室 内 は相殺 に

ぜ い た 〈 な もので あ る 。 プ ラ ン中央 の 箪笥 が よ

く利 v 、て句、て 間 仕 切 壁 の代 りを な し、 とれで 居

間部分と身長室許容分をｭ［Ｚ ｾｊ している 。 伶 Ar t &  

Ar c hi tecture の 記 者 は こ の ア パ { ト の 家 具 が

高 級品であるにも拘ら ず 大 量 生 産 的 形 態 を も っ

てい る ととを 注 目 し ている。

( Ar t  &  Ar chi t ect ur e.  Nov .  1951)  



建 築 と 設 備 の 新 動 向

建築と設備との関係は、古くして叉新しい、普画的色

叉特殊的な問題を含んでーいる。最も常識的な光や水の問

題でるると共に、叉高度の機能や建築選境に関わる問題

‘ でもある。建築の課題や叉要求が千差? ヲ別であるま日〈、

これも亦頗る多機性をもっているが、何れの場合も、建

築と設備とのつながりは密接である。高度の設備になる

ほど建築と密に融合し合う、それは両者の性絡上、近代

建築に必然の姿- r : あろう。建努を車体とすれば、設備は

車輪でるる。一方がなければ他方は生かされない。両者

によって綜合が成立する。この意味で設備は建築の部分

でる旬、一肢体である。と考えてくると、設備には直接

縁が速いから、と言えなくなってしまった自身を見出し

て、求められるままにー交を草する次第・さるる。

一口に建築設備といっても、今日その定義の示す限界

は閉駁・むないものがある。

まず、初歩的段階では、せいぜい水、電灯、ガスの利

用が一切で、生活最小限の生理的需要のやうや〈充てる

に過ぎない。その要求は原始生活のそれと殆んど変りは

ない。それら配管配線に止まる聞は、設備の限界は関白

ＭｲＺｾうるのしか ｴ 、通風換気や掘込こたつ、風目釜の領域

になると、建苦手の部分に近づくし、建築的考慮と切離し

てはあり得ないことになる。家具も装飾の類と亦設備の

ー領野と考えられるが、建築と固定的に一体となってし

まうと、その限界に困る。移動式の家具類と固定的のそ

れとは、その形式や品質の上で、従来とかく矛月号が起り

易〈、建築家の悩みの種をまいた。

吾らの伎の回りけ、殆んどこの初歩的段階を出でず、

設備はし 、つも、遠慮がちな消極的干字在に止っている。し

かしそれでも建築との機能的調和や、有機的つながり

が望まれることに変りはない。

中間的段階になると、光、 71 < 、製、空気 を対象とする

生活の活動的要求と建築内部の泣底意欲を充足する有機

的施設として、設備は積極的に登場する。ここでは何よ

りも先づ、機滅的装置が注目される。大方の建築物に利

用される照明、衛生、綴冷房英他の各種器機装置は設備

の代用語といってよ L 、。

しかしこれらは筒、一面から考えれば、建築の附加物

に止まっていた。それは既定の建築に水や蒸気、空気等

を供給する機械そのもので、建築とは遊隣した附属的存

在でしかなかったのである。ラジエｾＭは窓下の邪漉物

扱いさ才い照飼器具は挨をかぶり、フア γ は騒音をたて

て室をか〈舌しする。設備がこのように建築に附加された

大 倉 三 郎

機械である聞は、設備の定義も自ら問蹴Tである。

ところが、設備の進歩が、新しい効用を生み、応用範囲

も拡充されてくると、建築機構そのものに近づき、これ

と一体となって、その占める領野も著し〈重大さを憎し

てくる。パネルヒ戸テイゾグはそれ自身、綴かい壁や床

を生み、空気調整は気候そのものを造成し、光築によっ

て建築の表現は効果を増した。そして設備は建築のー肢

体にまで高められつつあるのでるる。

しかし設備の官域は、この種建築に応用された機織に

のみ限定きれない。自然の要素を建築機構的に取入才い

叉は隔絶し、効果的に処理する問題は、機械的装置の有

無に狗らず、叉これと連稽するか否かに隠せず、設備の

重要な一分野ＭｲＺｾるといわねばならない。 ε れは主とし

て、採光、換気、日射英他の建築遼境に関する計画面の

問題で、建築の機能計画とは直接その目的を異にすると

はいえ、これと密に交流しているこ之は否めない。

今日建築学の分野の中に、計画原論の一部として、こ

の種選境計画をとり按ち組織が見られるのも、 その当否

は別として、建築計画と切離し得ない一面を諮っている

ものといえよう。自然の要素を全〈遮断 して、特殊の目

的に、孤立的選境を造成せろとする、例えば無窓工場の

如き、その機織的施設の計画そのものは、専ら主導的位

置を占める設備の独専場として、朗自に限定づけられる

であろう。しかしそこでも 、全体計画からいって、設備

計画が、機能計画と無関心であり得ないことはいうまで

もない。家具と亦建築と密接に程望書目的つながりを持つべ

きことも、計画上当然のことでるる。

かくして、建築設備が近代の建築機構にもつ役割は次

第に大きくなってきている。建築的雰囲気は、 これによ

って補わ才L、高められ、快適と能率と意匠上の一歩前進

カEプラスさオ1 てきている。

高度の段階では、何がこれにプラスされるであろう

かの

元来近代建築に、電気器機類や媛冷房等の機械的設備

が、組織的に応用されるに至ったのは、略身近代の機能

主義的建築の発展と、その軌をーにしていると考えられ

る。機能主義建築が、近代的機能の完壁な充足を目標と

して、その尖鋭な感覚の形態化をねらった時、最新の科

学工業の成果や、合理的技術を、極度に建築に応用 しよ

うとしたことは、必撚の成行きといわねばならない。そ

れによってその建築の目的は、高揚さ才いその表現は効

果づけられたからだある。
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一方これとは逆に、この種科学的施設が建努計画の上

に及ぼ した、訴しい影響も亦、見逃すことの出きないと

ころでるる。エレベタ戸やコ Y ペ戸ヤ戸は階層の観念を

打破ったし、空気調整は壁面の取扱いを一変 し、 叉盟主光

灯の登場は照闘方式を革新した。このことは近代におけ

る構造の発達が、その合理的必然性をもって、建築に新

しい機能、新しい可能性を約束せしめたことと軌をーに

している。

叉これは単に機械的設備の応用に止まらず、 これと併

行して、純建築的取生存いの上にも厳密な科学的吟味と対

策が要求されてきたことも明かである。そして建勢のこ

の主噂原則が、機能的計画と同時に、意匠的取扱いをも 、

意識するとしないとに拘らず、強〈左‘ 右せしb る力とし

て現れてきたのであるれそこに機能的建築の立脚点があ

り、そとに盛られたものは、それを背景とする近代的感

覚であった。それは自然科学的要素を多分に含ん- - c いる

点において、近代の様式にまで発展するの可能性をもっ

ていた。

唯に機能主義建築に限定されず、所謂折衷式叉は感覚

主義的な建築にらっても、近代の建築が、その程度を異

にこそすすい多少ともこの種科学的要素に眼をそむけて

いることは出きない。との主導原則は現代建築の一つの

低音層とさえ考えられる、演者によって夫# のメロデイ

の表現を異に しても、その基底を流れる機能性、科学性

のリズムは不変なのでるる。

更にこれに調子を加えたものに、新しい建築材籾の出

現がるる。グラス プロツ. クや断線グラスなどは、妖光性

の絶縁壁体を構築 し、駁熱グラス、グラ スファイメ 戸、

サゾドイツチパネルなど、実在や音を遮閉 して、 気候構成

に与岩崎、或はプラスチツ夕、軽合金、室長光放電灯、ル

戸パ戸照明その他種々の新材務は、新工法を促がし、自

然エネルギ戸の選釈を可能ならしめると共に、 el いて建

築表現に新しい意味を翻しつつある。元よりこれらは猟

奇的な賛沢の対象たるものでは勿論な〈して、機能的目

的の上に実用化されると ころに、本来の意義をもつこと

はいうまでもない。と同時にその隙閣のない実用は、一

方心理的形式感にもつながっていることを注意せねばな

らない。そ してその利用は設備的意味をもっと共に、建

築自身のものでもあり、両者の限界は判別し難し、。

かくして、中間的段階においては、建築に従属的な位

置にあった、少なくとも建築と別個の附加物としてらっ

た設備が、今や建築の中に取入れられ、融合さ才L、建築

そのものの効果の中に参与 して くるようになった。そ し

て今日の建築にはその金計画面り上で、設備的処理の占

める役割は著しく拡大されてきた。むしろ建築と切離し

得ない主導要 素 として登場しつつ、意匠的分野にも新し

い意味を獲得しつつある。言葉を換えれば、物理的、生

理的な効用性から心理的な形式感情の造成にまで進んで
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きたと言えようれ

このような建築と設備との関係は、建築の表現の上に

新しい一つのテ戸マをプラスしつつらる ことが見出され

る。

即ち建築の空間表現は従来主として視覚を中心とし触

弘 空 間 感 な ど と、僅かに悦覚に依存した映像に止まっ

ていた。これに対して、新しい機能による光の方向性、

散光性の組合せや、色光の交錯による快い立体感のt 成

これが仕上面の温冷や組密、平滑等の触覚感と交叉する

そして新しい視覚層を約束する。更に室内の温、湿、静

動、香気等の空気感は全体的還mをかもしi l : l す。四季を

酒じて飽満に調整された新鮮な空気とその芳香は、生理

的、心理的に、生活の全体感に奉仕されるわけである。

聴覚の範囲もZ lF，音調節のみならず筏極的に還境感にプ

ラスされることも考えられるであろう。元より造形的機

能は完墜に満足されている。

建築表現がこの種全体的感覚に一次的に直結している

と考えることには、筒疑問の余地がもたれるけれども、

生活感情がその表現の基調的要素と考えられる以上、こ

の新 しい傾向は注目せられなければならない。

アメリカの批評家、〆グラス・ハスケルは、新しい建

築の傾向について" 物理的選境を調和させる芸術" とし

これを" 遼境芸術11 envi r onment al  art と呼んでいる

ζAr ch.  Recor d，百，1948) 0 / 1吾; らは新しい何物をも

視るのではないが、るの生に満ちた活力のより高い感覚

に満たされる" と。叉 / 1 セ Y チメ Y トは生れるもの、設計

されるものではない ρ とさえ含蓄の言葉を与えているの

この種全体的選境感なるものは、凡そ自ら体験せなけ

れば会得し得るものだないから、写真や文字による想像

の上では、筆者の如き全〈語る資格は皆無でるる。 しか

しユウトピ ア的夢想を許されるなれば、こ の段階になる

ともはや設備という概念は努散 してしまって、機能とい

う意味が著しく鉱猿さ才L、建築という巨大な統合的楽劇

の一つの主導モ F テイフと なってしまうかに見える。

19世紀の中葉に偉大なワグネルの楽劇やベ トウフ ェγ

の交響楽が、バロッ ク式の豪華な劇場で、しかも僅かに

唯ーの設備たる脂f賢明や ロ戸ソク の煙ゆらめ〈灯の下で

演ぜられた、あの超人的な綜合芸術に思ひをはせる時、

一世紀の時代の烈しい転換に今更鰐かされるのである。

そ してそのあり方こそ異な才い るの綜合芸術は、叉現代

の調和の還境の中に、新しい再生が約束されるのでーはな

かろうか。たとえその表現が、最近のアメ リカ に凡られ

るような、視覚的には自然に近づこ うとする、新ロマゾ

的でるろうと、叉新感覚的でるろう と、 現代の綜合技術

的基底層の上に築 かれｾこそ、視 覚の遊戯から脱 し得 る

のでるろう。そ して機能主義建築も亦、そこに新しい反

管と進路を見出すことが可能ともなるであろうか。

〈筆者 京 者E 芸繊維大学教授〉



日 本 学

日本学術会議の性絡に関しては第1期及第勾視の会員選

挙に関連 して有権者各位に周知されてい る笹・である し

ことに第 2期会員選挙の時には有権者登録に先立って選

挙管理会から 「日本学術会議とは何か」と いろパ ゾフレ

ツトが研究者の手許に届いている筈である。然し乍ら今

日でも有綴者の資格のある者でなを学術会議がどんなも

のであるかをよ〈知らぬ人々が多い。そこで日本学術会

部では時身地方で有権者との連絡協蕗会を開いて有権者

の声を聞く機会を作ると同時に学術会鵠の活動の報告と

宣伝をする。学術講演会を同時に行 う事もらる。これ等

の企劃は大体各部が独立にやることが多〈工学関係は第

Ｖ 部でｾる。会長 副会長は部の企劃の会合にも出 席され

ることが多い。第 5 部では本年10月上旬wr潟で、叉11月

中旬広島で有権者との懇談会を聞いている。今後らるべ

き之等の会合はなるべく多数の有資絡者・の出席せられん

事を希望する。

日本学術会議英のものの周知に関して長初に記したの

で本来の使命に闘しての記述が後れて恐縮でらるが、日

本学術会議法 仁昭23. 法律第l 21号〉に関示してある 通り

わが国の科学者の内外に対する代表機関として、科学の

向上発達を計旬、行政産業及び国民生活に科学を反映浸

透させることを目的とする。但し日本学術会演は以上の

目的を逮する為の施策を実施するものではなく、施策を

審議するだけである。此の審議する問題は科学技術に関

し政府が 日本学術会議に対 して諮問した事項と日本学術

会議事が自らの発裁で政府に勧告せんと する説集の 2 種に

大別することが出来る。 政府からの議聞に対しては関係

する部叉は委員会に回附し、新しい重大な問題なら委員

会を作ってそこで審議し、回答の原案を作って運営審議

会が総会で更に審議して回答することになる。日本学柿

会議自らの発議である場合の発議者は運営者議会、部合

、委員会、研究連絡委員会叉は会員個人である。会員外

の有資格者の発議は地方に於ける有権者との協議会或は

其の他の機会に会員叉は委員会等に申出て識に上せるの

がよいと恩ふ、勿論有資絡者個人が会議に) < - } し意見を申

出 られる のは差支な〈、 或る問題では提訴とし 、ふ形で会

員外から意見を申出られた例があ るの之等の発議を政府

に樹告しよろとする場合は部会、委員会にかけて審請し

運営審議会叉は総会で最終の決定をする。

昭和例年1月20日日本朝，itr会議発足以来26年9月末迄に

之等の勧告、申入才L 要望はお項目 、諮問及答申は64項

凶に及んでいる。申入れ今叉は答申の結果はし、づれも尊重

術 会 議 報
昌二
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坂 静 都t

されているのであるが、日本学術会議が期待したように

笑際に突を結んだものは必ず しも 多いとはい えない。そ

れは日本朝 ｬ Ｈｪ ｾ会議の勧告や答申は 政 府を法的に抱束する

力を持たないからであるの日本学術機関は審議機関' ( 2 あ

って行政機関ではない。1国の行政はで般国民の代表たる

国会とそれによって指命されそれに対 して責任を負 う政

府が行うも のであって、政府や国会に対 して独立の職務

を行う日本学術会議は行政に対して政府を法的に抱束す

ることは出来ない。諮問の答申や申入れにおJ し政府は日

本学術会議法の精神に基いて道義的責任を感ずるだけで

ある。

勧告叉は諸問の主なるも のを列記 して見る。

大学法案についての諮問要請

科学研究銭関の行政盤理について

学術的図書の ユニオゾカタログの作成にマいて

大学に於ける聴説転学の自由について

工業技術開発金庫案について

学術研究に供せられる電力に関する件

防災に関する綜合調整機関の設置に就て

国立大学及附属研究所の講座研究費に就て

私立大学に関する立法的措置に就て

科学者の生活擁護に就て

大学院設置基準等に就て

各省関係の応用研究費に就て

文部省科学研究費等の配分方針に就て

鉄道伎術研究所のあり方に就て

学術研究成果発表に就て

大学院及び学校に就て

学術情報所の設晋ーについて

学術資料の保存立tに活用について

是等の諸問題はいづれも軍要なものではあるが日本学

術会議が一丸となって英領に取り組む問題と しては小さ

い。多数の小さい問題を取扱うと徒に委員会許り多くな

り煩に耐えないから今後は少数の点に重要な問題だけに

限定して行き度いという希望が会員聞に抱かれている。

日本学術会議は行政機関でない事を前に述ペたが、科

学を行政に反映させるのが目的の 1つであり、これには

科学長術行政協議会〈略名STAC) を経由 して行われるの

STACは日本学術会議と緊密に協力し科学技術を行政に

反映をせる為の諸方策及び各行副 畿闘相互の聞の科学技

術に関する行政の連絡調整に必要な措 置を審議すること

を目的とする総理府の附属機関である。内閣総理大臣が

9  



会長で英の指命する国務大臣が副会長を勤める。委員の

半数は各省次官でるり、他の半数は日 本学術会議の雌薦

する学識経験者である。 S T A Cの審議すぺき事項ば次の

通りである。

1. 日本学術会議の答申または勧告を行政に反映させ

る為に必要な錆置。

2  政府が日本学術会議に諮問すべき事項の選定に闘

すること。

3. 政府が行うペき科学技術に関する国際的事業の実

施の方法。

4. 各行政機関の所管に属する科学技術に関する事項

の連絡調整に必要な措置。

わが国の科学者の内外に対する代表機関として科学の

向上発達を計ることについては先づ日本学術会議が簡潔

学術会議仁1 . C. S. V. T!1l"l? I nt ernat i onal  Counci l  of  

Sci ent j f i c Uni ons ) の日本代表と して加わり、 諸外国

との文化交流に努力している外、諸分野の国際会議と連

絡をたも。研究連絡委員会を多数設置 している。また国

際的学術会議に際しては代表を派遣したり代表派遣の斡

旋をしたりしている。研究連絡委負会というのは会員及

び会員外の関係専門家が集って作る国内委員会ではある

が外国に国際的機関が存在しているとと、圏内に英の分

野の学会叉は協会があるととを条件として日本学術会議

内に作られるものでるる。其の仕事は研究の連絡促進に

らって、委員会自らが研究費を使って研究活動をするも

のではない。とれは旧日本学術振興会の委員会と越を異

にし、英の意味が研究連絡委員会なる名稔に現われてい

る。現在ある研究連絡委員会は大部分が涯学関係のもの

で、旧学術研究会議時代の委員会を継続したものであ

る。第 5部関係では現在 3 つあったと記憶するが国際度

量衡単位の研究連絡委員会のように第 4 部と関連の深い

ものを除〈と力学研究連絡委員会唯一つといってよい。

此の委員会は純力学及び応用力学関係で物理学、応用

力学、流体力学、熱力学、土質力学、構造力学等の専門

家で組織され、機械学会、物理学会、土木学会、建築学

会、造船学会等の推薦 した方 h が委員となっている。建

築学の方では武藤裕、坪井善勝両博士と私とが加わって

いて、昭和26年11月上旬東京で国内連絡の為めの講演会

を催し、百数十の発表論叉は欧女印刷として近く公刊を

される計画になっている。第 5部関係で目下設置準備中

のものに構造工学研究連絡委員会がある。これは Inter-

nat i onal  Associ at i on for Br i dge and St ruct ural  E n  

gi neeri rtg ( Zur i ch) と連絡を保ち、土木建築両学会及

び熔接協会の支援を考えている。

日本学術会議では現在国際的学会のリスト作成及び来

年度国際学術会議の聞かれるものについて調査している

建築方面の国際学会及び国際会議については建築学会に

調査を依頼 して怠るが、会員各位の御関係の国際学会が

あれば日本学術会議学術課宛其の旨申出て用紙の郊付を

受けて必要事項を記入して届出られたい。、国際力学会及

び 1. A.  B.  S. E. については既に処理済で来年度了度国

際会議が行はれるので代表派遣も申出てある。

く筆者京都大学建築学都教授コ

建築基準法施行令の一部を改正する政令

政令第 371 号で建築基準法施行令の一部を次のように

改正する。

第46条第 5 項の表中を「に」改める。

ま き 量 減 民 謡 < t 、 壁 又 は こ れ ら に 類 lを

土塗壁で裏返塗りをしTニ色の、木摺しつく Itこ

い lこ壁又はこれらに瀕す る壁を設けた軸組

改める。

第84条の表中屋根に闘する表を下記の如〈改める。

種 JJ IJ 

重 母

備 考

( 単位m/kg)

下地及びTこるきを

ふき土がな

G5 合み、も屋を? 合ま

レ場合

ない。

瓦ぷき

下地及びTこるきを

ふき土があ

100 合みミ色屋を? 合ま

る場合

ないの

屋根

石綿ス

色屋に直接
屋根

25 色屋を合まな L、。

ふく場合
面に

レF ト っき

下地及びTこるきを

ぷき
その他の場

35 合み、色屋を合ま

合

ない。
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を
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、
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-
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一
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に
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屋
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一

直

合

一

時

効

一

-

昔

、

根

U

ふ

一

ぶ

屋

剖

斗

一

服

一

ス

形

ぷ

一

時

-

波

板

一

F

7

根屋

を

ま

き

合

る

を

た

震

ぴ

も

及

、

。

園

地

み

い

一

下

合

な

-

に

υ

d
品

五

j字 形 ス レ 戸ト

ぷき

第部条第5項を次のように改める。

5  第 2 項の表叉は前項に規定する水平震度の数値は、

建築物叉は建築物から独立している煙突若しくは屋上か

ら突出する水そう、煙突その他これらに類するものの構

造及び地盤叉はその地方にをける過去の地震の記録に基

〈震筈の程度及び地震活動の状況その他地震の性状に応

じて建設大臣が定める基準によって、それぞオもの M以内

を減らすことができる。

第112条第2項中 「壁叉は両面」を「壁若しくは両国」

に改める。

第 113条第3号中 「場合においては、この限り でない。」

を 「場合においては、その部分に勺いては、この限りで

ない」に改める。

附則第7項中 fl 年以内j を f2年以内」に改める。

筒この政令は昭和26年11月23日から適用される。以上



建 築 行 政 の メ モ

建築行政 といっても、そのー局部の建築基準法を主題

として、その行政に携る者の平素の感想から、該法を経

tこ、法の解釈論等を紛に、二三の点を メモしたもので、

休系を整えた論文でもなく 、主張でもない。行政の初心

者が、 ドグマを混ぜてもの した雑繍である。読者諸賢か

ら、いささかな りとも御高教を賜らば幸甚。

臨 機 の 処 置 と は

次のー節は某市警の試験問題でるるが、読者の興味を

そそられるものがるると恩われるのでここに転記するの

「吹函 " 打蝶王" の中で、 200 回出場の賢uかしい記録

をもっホ ーム ラゾ王ゲ戸 リツグが、oる日試合に返れな

いよう全速力で自動車を走らせた。

スヒ・ F ド違反だというので 3 人の交通巡査がオートパ

イで追いついて事情を調べると、ゲーリツグであって、

グラウ ン rへ急いでいる途中と判ったという場面があっ

たが諸君ならばどう しますか。」 という問であるの

之に対する答は 「有名な選手でるるから試合には出場

させるが、試合終了後出頭を求めてm附を聴取します。」

というのと 「スピ 戸ド違反は、いかなる事情があっても

危険でるるから認めることはできません。」と L 寸 強 硬

論とがらった。

映画の場合は、 3 人の交通巡査は事情をきくとすぐに

自分等で自動車を取巻き、全速力で球場え送り届けたの

でるる。 ゲ戸リツ グの出場を待問えている数万観衆の心

になって自分逮が付添うことによって、消防自動車なみ

の扱いをしたのである。

この場合、これは臨臓の処置である、 と術師は評して

し、る。

さて、建築違反の場合、どのようなケースが上の例に

当依るかは別として、臨機の処置とは法網をくぐる惑烏

に妥協することでなく・て、 「違法でるっても解決として

は妥当な処置」が、 ときに「適法であっても不当な処置」

よりも、その国民の文化水準や教養の程度によって社会

常識的に納得される場合があるためであろう。

建築基準法は要式主義により確認制を保っているから

活工に際して確認申苅をして確認を受けなければならな

いが、やむを得ない事情で確認を受けないで活工 した場

合それを放置 しておくことが、後治相iIEすることのでき

ない ような緊急を要するものでなければ、一概に工事の

中止を命ずることな〈 、単純な手続違反として、 この況

を確認手続を急がせることによって治癒させる等はさし

越 智 隆 l情

らたり臨機の処置と云えるかも知れぬ。

併しながら国民の文化、教養の水準によって臨機の処

置にも自ら稗度の差そ生ずペ〈、筆者の見解では 「臨機

の処置」とは単に上例のような「機転をきかせるJ とい

う消極的意義にのみ解せず、反対に強権発動の場合にも

俄に臨んで必要最小限度の処置が保らるべきで、建築の

基準を突質的に途犯した責任者に対 しては法違反の行為

叉は状態の是正については瞥察責任 ( 形式的意義のでな

〈突質的怒・義における〉の原則から、民事' i ' 1 任及び刑事

J . ' l 任の場合と具旬、違反者の心理上の反社会性の矯正を

目的としないからその主観的な犯意及び過失を要件と し

ないの刀、建築逃反者の内心の動機はど うあろ うとも結

果された違反建築物そのものを対象に社会的正義及び衡

正の原理に則って、行政上の責任が課せられなければな

らないという原則を、無慈悲ながら採らざるを得ないと

考えるものＮｾＮある。

建築迎反に関して行政上必要な借置を行う上に必要な

手続上の注意をま5に序を以て概略を掲げると次の如 ( ' C:

ある。

行政犯1; は義務違反の行政問を課するが、行政割には

形式的には刑法に刑名の定ある罰即ち刑罰と i@斜即ち秩

序柄の場合がらる。

刑罰たる行政罰を課するには刑事訴訟法が適用されるn

秩序柄を課するには非訴訟事件手続法( 20G・208条〉によ

り裁判所の決定を以て言渡 し; 検事の命令で執行するのが

原則であるが手数糾等に関する過斜は条例若くは規則に

従い地方公共団体の長が徴牧することができ、 これに不

服ある場合はその者から訴願を提起することができる。

仁地方自治法224 ・225粂〉

行政犯の成立に伶犯芯 ・過失を要しないことは前に述

ベたが、ただ秩序罰の場合にあっては違反者は不可抗力

を以て抗弁することができるに過ぎない。

行政上の強制執行は公法上の義務を履行せ しめ、叉は

その履行されたのと同じ状態を突現せしめる作用である

逃法な建築行為叉は状態の是正のための強制執行に行政

代執行法が適用され、この場含の手続及び争訟は同法の

規定によるが強制j 力の発動の主主判ーの認定には比例原則; を

適用すべき注意的規定である。

他方、公法闘係における行政庁の側の義務違反 仁公務

員が公務を行使する職務を行うについて、故怠叉は過失

によって違法に相手方に損害を加えた場合〉に対して、

相手方は民事訴訟法により強制執行ができず、民法によ
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る損害賠償の官庁求もできないが、理rr慾法に基づく国家賠

償法によって公法上の損害賠償を詰求することでできる

行政作用の限界について

〈建築の許可 ・確認と土地の問題に関連してコ

「他人が土地を無断ずで使用 して家を建てかけているか

ら差止めて貰いたい。」 という苦情相談を騒々受ける。

自己の権原に基づかずして他人の土地に建築したとふ

正当な土地の権利者と称、する者から云えばー種の兵議申

立である。

この場合 「建築敷地」の権利関係に闘する問題である

以上、それが確認の要件に闘する「建築物の数地の位置」

と全然無関係の事項でもらるとは云えないであろう。然し

建築基準法が建築について確認 ・許可の制を係っている

のは、建築の技術的基準を、叉用途によっては地域地区

制j による立地上その他の秩序を維持確保しようとする行

政上の目的に基くもので、このような確認や許可につい

て、この法の内在目的と無関係な私法上の土地の権利関

係を実質的に審査することは違法とされ仮りに土地を不

正な手段によって取得した場合でもその行為はもっぱら

刑罰法規上の問題であり、叉取得した土地に私法上の隠

れた寝耳Eがあった場合でも 、それは裁判所の民事作用

仁民事訴訣法755条等〉で解決さるべき問題である。

個人の権利をも2かす行政作用はその根拠たる法の内在

目的に拘束されるが、この目的は、個 h の法律が全体と

しての法秩序における一部分を分担してその占める地位

を示すものであるから行政作用がこの法の目的を捌か

に反するときは違法であることは、例えば、風俗営業の

許可は公安委員会の権限であるから、警察法の定める目

的 仁同法の冒頭に掲げている目的及び第 1条コによって

拘束され公衆衛生上の必要によって許可令指むことは違

法でき; ， I?， 反対に公衆衛生関係の営業3 法仁興業場法 ・

旅館業法 ・公衆浴場法コによる営業許可は知事の権限で

あるから犯罪の予防を理由と して許可を拒むことは進法

である。

また建築の防火に関して、建築基準法仁9 3条〉と消防

法 仁7 条コは建築許可 ・確認に関する同意についての規

定を しているが、これは防火に関する規定を行う上で両

法の聞に矛盾を生ぜ しめないための法的調整を図ったも

のであるから、建築基準法の防火に関する規定を除いた

規定に違反の理由を以て同意を拒むこと等は、やはり法

の認めるところでないので違憲の問題を生ずる。

叙上のことは行政作用は法律 〈その内在目的〉に違反

することができず叉法律に基づかなければ基本的人権を

侵害することができないという法治行政の原則に基くも

ので、建築基準法の執行に当っても、土地の権利関係に

ついてはこれを審査すべき根拠がなく、 ー応の助言は為

すどとがらっても、強制的な指導や許可' l i { 1i 認の留保等

は「無権限」 に よる無効の権限行使と なり 違法の行政行

12 

為 となる。

要するに、建築基準法にいう公法上の 「敷地の位置」

或は 「建築の場所」 という敷地の概念は、民法に規定す

る私法上の土地の権利関係を包摂 した概念でなく、また

行政行為は失々の法律に基いて行われるので、従って敷

地に権利をもっ者とは無関係に建築の許可 ・確認は為さ

れるが、その効力は同時に正当にその土地に権利を有す

る者の権利 をいささかも拘束するものでないと共にその

建築に対しては、建築基準法の必要に基〈処分に該当す

るのでなければ、同法を以てしては移転・除却等を為す

こともできないのである。

比 例 原 則 に つ い て

個人の権利宇佼かす行政作用は、その権利を侵かす程

度が、法律の認める必要の最小限度に止まらなければな

らない。簸法は公共の福枇に反するとき、国民の権利の

取締りを認めるが、原則的に国民は自由の権利をもって

いるからである。

公共の福fJ ) に基く必要は閉文の規定にある法律要件叉

は法律の内在目的で示されるが、この要件と法律効果と

しての処分の程度が比例を保つことを要するn 艮JJ ち秩序

の障害と、之を防止するための処分とは、つり合ってい

なければならない。ということで、外国のことわざでい

えば「雀を撃つのに砲を使うな。」 ということである。

建築基準法が、法令叉は条例に違反した建築物につい

て施工停止 ・除却 ・改築 ・修絡・使用禁止・使用制限等

その他違反を是正するために、必要な処分をすることが

できるが 〈法 9 条〉 とこに列挙する各種の行政処分は程

度の差があり 、工事施行の停止は違法行為防止のための

処分で、取締の目的が達す ることができない場合に限っ

て適法となり 、叉除却・改築の処分が法定の処分原因に

該当するときにも 、行政行為の公定力が限定力に変ずる

までは当然には適法でないことは、行政代執行法 仁2条〉

において、義務不康行を放置することが著しく公論に反

すると認められ るときに限るという比例原則に関する注

意的規定のらることや、行政事件訴訟特例法で裁判所が

一切の事情を考慮 して、 処分を取消 し叉は変更すること

が、公共の福祉に適合しないと認めるときは、違法処分

取消叉は変更の音15求を棄却することができる仁特例法]]

条〉と定めるのに徴 しても朗かである。〔怒法は、広〈

大阪: 東[ r; r，: ガスピ}C lI{ K K ク ン トク 区 北 讃(23) 4905

東 京 日本抵民服 m2の3 ・先 生 産 業 K K 電日木栂 (24)2539 

名古室 眼前泥江町2の I K K ケ ン トみ 電 本 局 (23) 4578



行政行為の合法性の審査権を裁判所に認めるのみならず

、法令及び行政行為が協法に適合するか否かを決定する

権限まで裁判所に与えている。仁愈法 Ｘｾ コ〕

筒また法令に不適合の部分については、用途を定めて

使用制限すれば足りる場合に全面的使用禁止することや

社会経済事情その他環境の状況を考慮せずして画一的に

法を適用すること等も比例原則に反する場合が起り得よ

う。

行政上の必要と行政権を行使する程度が比例を侭つべ

きことは、比初原則の適用にほかならないが、行政権に

ついてはその発動の程度のほか発動の要件の認定につい

ても比例原則が認められる。蓋し、 「工場と煤煙」のよ

うに、社会に利誌を与えると同時に障害となるのが通常

であるから、行政権によりその時t与を除こうとする場合

はその陣容を除〈利柱と除去により逆に生ずべき不利誌

とを比較 して、 一般の社会的評価により忍び難い程度の

陣容が発生することを要し、叉かかる時出の発生が相当

の確実性をもつに至ったことを要件とする。

例え紅建設大臣が建築基準法によって、用途地域を指

定する場合仁法48条コや、特定行政1] が 用途地減内の建

築物の建築の禁止を解除して許可する場合〈法。条〉、

更にまた違反建築物の建築叉はその状餓の是正について

代執行による強制力を用いるに当って何が「著しく公益

に反する」かを認定する場合〈行政代執行法 2 条〉等に

この問題が生じる。

建築基準法49条但替の適用に当つては、更に注意すべ

き点がるると思う。それは例えば住居地減に禁止される

業態のもので騒音を発するものをこの地減に計画したと

して、偶々その敷地が軌道にJ委している場合、騒音の障

害は軌道がるるから 50歩 100). かだから、その建築を許可

して も差支えなかろうといった類の怠見をよく聞くが、

筆者はこの怠見には賛成できない。

何となれば、交通機関の騒音は、自 ｾｊ 述の比例原則から

己むを得ない存在であっても、之に便乗して更に騒音を

発する建築物の存在を許すことは附近の住民にとっては

騒音の二軍苦に悩まされることになり、住居の安寧は絶

対に保てないからである。

なお、住居地域内に、住宅と工場とが自然発生的に混

. 在する地区での新たな法49条但窃の適用については、一

同慎重な考慮が望まれる。このような場合に、用途地域

の指定の仕方について論議する向もらるが、筆者は寧ろ

指定の仕方にも問題の点はないとは云えないにせよ、ー

照電要なことは法の適用に当って、上述の比例原則と共

に、後述の法のー般的確実性と具体的妥当性を、どのよ

うに解釈するかに係る問題であると考えるものでるる。

迭 の 解 釈 に つ い て

「数学のえらい先生は、法のえらい先生たちほどには

たびたび間違いをすることがない。」と或る学者の対話が

載っていだが、このことは行政教習の不完全なわが国の

現状では実際行政の方面に対しても当蔽るようでｾる内

論理解釈で法文を概念で分析 し 論理でついだ 旬、ば

った りして結論を出さなければならないような法は、今

でも絶無ではない。それ故に法の解釈の問題は、健全な

る行政の運営にとって初歩的のものであり、同時にZ f.楽

的のものである。

建築基懲法はｾ簸法に基くもので 、Ａ 日法の如〈法条を

一般的包括的に規定仁一般条規えの逃避〉して後は解釈

者の裁量に委せるといった弊を少くしているので、さき

の数学の先生ほどにも間違いを起すことはないと安心し

ているが、それでもやはり 、実際の立法省の人間として

の不完全性に加え℃、法の規整しようとする対象自体が

無F足の多徴性と変移性を有 し、 且叉、人の思想は文章に

ょっ亡寸屯の相異なく発表することは不可絡である等の

理由から、之で完全といえる成文法はないわけてeあるか

ら、これから先も個々の事案の処理に際、して 「役所のす

ることは、しゃくし定規だ。」とか「機転がきく」とか

の批判を受けるであろう。

市も解釈は、飴のように無限に引延ばされ得べきもの

でないから 「機転がきく 」にも' 自ら限度があり、それが

社会の新奇な需要に応じられない場合に「しゃくし定規」

となり、 「法が悪い」となる。

ここにおい℃、法の批判の問題に移って行くが、そも

そも 、建築基懲法は、建築に関する技術的規範をその内

容としている。そして建築は、都市計画的にも建築技術

的にも、最も進歩した方法によるベきことを規定し、之

を行わんとするものでらり 、こ の点連築数科奮のような

観を呈する。

然しながら、法と技術とは混同せらるべきではない。

技術的規範を内容とする法にらってはそめ目的を達成す

るための手段とし亡最も合目的と考えられる技術者三選ぶ

ものであり、従って法はこの場合にそれ臼体の独自の見

地を有するものである。即ちこの場合、建築の技術的規

範が注律的面白、白由を受け、その結果法律的規範の内容

として旅り入れられたのであって、之が結合によって法

の目的を達成せしめようとするものでるる。

そこで、法が良いとか悪いとかは、法規の解釈が当を

得ているか否かの解釈論を超えた法の修正論或は立法論

である。これを混同せぬようにしなければならないが、

もとより: m. 法は改正さるべきである。そして、 之りわけ

平素における建築設計者 仁行政担当者は勿論であるがコ

の客観的な事突に基づく建築行政上の意見や討議は将来

の国及び地方の行政や立法に多大の貢献をすることも明

らかでるる。

ところが、法が制定実施されても、一向に無関心でい

て、個々の建設計画を立亡るに当って、 「ここが悪い、
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るそこはどうだ」と L 寸場面に遭遇するのでらるが、と

のようなことは公務の理解力と批判力の問題で、法は、

誰に よって、誰のために制定 されるかを弁えぬ人の言で

ある。

とは云え、建築基準法は今や試験期の最中にありとも

見ら才L、こ の際特に建築設計者から兵撃の意見や合理的

な批判をどしどし提供されるよう念ずるものである。

さて、法の解釈の方法は、現実に法規を適用するため

に、その必要を痛感させられるが、以下少しくその常識

的な事項についてその概略を述べる。

普通に、法律の解釈といえば成文法規の解釈を意味す

るといっても妨げない。そして法の解釈の使命は法律制

度及び法律規定に現れた法の目的l H 何人法減の特性を認

識すること、即ち立法者の合理的な意志佐把恕すること

によって、法の安定を際保寸‘ るにらる。

それ故、 Y去の適用は、法文をそのま L 適用することで

なく、 法文を解釈して適用するのである。 flOち、法の解

釈は単純な文理解釈に止まらず、論理解釈或は目的論的

解釈が必要で‘ あり 、法秩序の内部における論理的関係及

び法の理念を無観して法全適用すると違法で・ある。

第 1 に、法律の文字の意味に従う解釈を文理跡釈とい

うが条文の文字や字句は、その意義にできるだけ止突で

あるべきであって、法律要件に合まれる不限定概念の文

理解釈は経験律に従うべきFで、解釈者が任意に主観的意

味を以てする自由裁量ではないことに注意を要する。

第 2 に、法制士、全体としてー箇の論理自- <] 体系を構成

するものであるから、各条文の解釈は常にその法律全体

としての論理体系の一部として理解されなければならな

L 、。

この立場からなされる解釈を論理解釈という。

筆者健 よく「文字の末に抱泥せずして、 法の意味に

活眼せよ 。」と云われるが、苦々 は文字や言葉の不完

全なこ とを知ってい る。それ故、 その言葉を発した

主体が、その不完全な言葉に よって、何を云わんと

欲 したかを常に考えるものである。換言すれば、必

然に不完全性を伴う 言葉の現実 Sei n のみによって

言葉を律することなし Sol l en その合理的基礎に

よって判断する。

この原理は、法の解釈についても云い得るのであ

って、法条叉は立法者の心理的意志は自主陥の多いも

のであるから、当然に、法規の解釈は、法条の表面

の文字の意味叉は立法者の心理的意志のみで律しな

いで、 「立法者の合理的意志」によって為されるべ

きものである。その故に殊更に「文理解釈」と「論

理解釈 「という区別を付するのは当を得ていない還

であるが、ー般に説明の便宜上の手段としてこのよ

うに解釈上の名省、を付している。コ

論理解釈の技術に関して重要なのは、煩縫解釈と反対

解釈‘ であるの

「馬をつなぐな」という立札を見て、牛はつないでも

よいと解釈するのが反対解釈であり、牛もつないではい

けないと解釈するのが類従解釈である。そのいづれを係

るべきかについては、通常はその規定が網羅的、限定的

列挙のものであるなら反対解釈をすぺきであり 、主要な

ものの例示的なものであるならば類推解釈をなすべきで

ある。

しかし、 そのいづれであるかは法文の字句からだけで

は出てこない。その法文の立法の理由を検討 して、はじ

めてわかることである。

類推解釈に関して重要なことは、いかなる根拠によっ

て類惟すべきかという点である。

抽象的にいえば、当該事項についての規定に関して立

法者の意志が加辺にあるかを探究して、その合理性生閉

かにした上で、それと同様の合理性のある他の類似の事

項に推し及ぼすのである。「馬をつな ぐな」 とあれば、

なぜ罵をつないでわるいかの理由がらる。その理由が多

少とも馬を隊れた一般的の ものであるならば、例えばそ

の木を動揺させて痛めるとか糞尿をして不潔だとかであ

れば、そのー般的な理由が牛についても同信長だとする

と、類准するこ とになり、そうでなくて馬を禁じたのが

いななくためとか蹴るためだけのためなら、牛について

は反対解釈をす ることになる。

類准解釈は結果において条文を拡援したことになるか

ら、拡張解釈の一種と考えてもよいが普通には、拡張解

釈は文字の意味に含ませる場合であり、 類准解釈は文字

の意味に含ませ得ないものに拡張する場合でらる。

例えば、公民館・寺院・教会・グラプの類は集会所〈慾

築基準法 G 条・ 27条等コに含まれるかという場合tこ、こ

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 9 ノ y ェ ー ム 糊 Y ノ Y ユ ー ム ・ ヲ ツ ク ス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 批

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 ト 51 ・69

大阪事務所 大 阪 轄 区 藤 芳F37Fピル 東京支宿 東京鶴央競朝乃564 和 ピ ル
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れを肯定するときには集会所の意味を拡張 したという 。

これに反 し、 自動車庫と自動車修理工場とは本来別個の

ものであるから、 自動車修理工場を自動車庫に含ませる

場合は、事障を類推的に解釈することになる。

併しながら、確認は法規裁量でるって自由裁量でなく

叉個人の自由を尊重する建前から類准解釈は一般に慎重

に行われることを要する。

例えば上述の馬と牛のたとえを、 自動車庫と自動車修

理工場の関係におさかえて考えて見ると、建築基準法43

条の規定に基いて、条例で、通行安全のための制限を、

開動車庫及び修理工場に対してー織に加えたときはこの

. 両者について類推解釈の余地を無から しめるが、同法49

条 別 表 。つ の自動車庫を、向動車修理工場にまで煩推

できるかどうかは研究問題・巳このよ うな場合は有権解

釈を求むペきである。

段 1 法は、制定されることにより、立法に干与 した

者の意志とは独立な客観的意味をもっ。法の解釈は

神学的解釈と同じく 、条文はかかる意味を認識する

出発点に過ぎない。

立法者の芯志が那辺にあるやを探究するとき、考

うべきことは、法の起草に参与した者の意見は相互

にー致すること稀であり、利得や主義主張を異にす

る各派の妥協、相互の譲歩に因る場合が少くない放

に、立法資糾を骨iA電すると、結局、立法資事ヰが法規

たる結果に陥る。

法の意志は、立法者の心理的意志から独立 して存

在 し、 〈恰も、聖典の起草カ守之完全な人間の協同労

作で成るものでるっても、ーたび聖典と定められた

ときは、これを完全無欠な神の声と して解するよう

に。コ合室霊的な意志、Jl II ち、円満欠くる所のない法

律秩序の意味を探究すること℃あつにその意志

仁合理的意志コは、 起草者が、予想 しなかったよう

な変化せる社会的事実から生ずる新たな法的課題に

応ずる、適応性とiW力性をもつものである。

次に、法律の有するー般的確実性と具体的妥当性とを

完全に調和させることが、法律解釈の使t:'ii だと云われて

L 、る。

「しゃくし定規」は法律の本質のー要素だとも云える

もので、元来法律は社会に生ずる万般の事項をある程度

工

.lIOJ.l'.1I 'p火区銀座東6丁目木挽館 ピ' " 電話銀座 (57) 3744 

まで形式的に一律に規律することによって社会秩序を維

持することを目的とするものであるから一般的確実性は

法律のー理想であることは否定できない。

同時に法律は道徳その他の社会規範とともに社会に生

ずる個 h の事項を、妥当に規律する ことをその使命とす

る。

そして、そのためには 「しゃく し定規」 を蹴って個 々

の事件の情理に適った解釈を罫付るJ つま り、 法律は

具体的妥当性もそのー理想とするものでーらることは明か

である。

前者に重きをおく学者は、概念のI滋E を切び、 文理解

釈を主とし、形式的な論理体系の確実性に蜜ぎをおき、

反対解釈を好む傾向を示す。

仁概念法学〉

之に&. し、 後者は、概念の柔軟な相対性を尊び、論理

体系についても、実質的な休系の構成に努め、E青んで類

能解釈をする傾向者三示す。

仁向由法学コ

一般に、文化の進んだ国民には、法を形式的に回一的

に適用するよりも、各場合について情理に適 した取吸い

をすることに対 して却って納得して満足する余裕をもつ

ので、具体的妥当性を発節しても、法の確実性が失われ

てないとされ、主た法律の制定が古い場合や法の不備の

ためにその法規と社会生活との間際が多〈な才ui 向由法

学の立場を深らない と、具体的妥当性が: 極度に犠牲にさ

れて堪えられな〈なるのである。

法の解釈に当つては、このことを考えて、両王理想の調

和点を見出すことに努めなければならない。

概念の相対性に斎いて

法はいろいろの概念を掲げて、その定義 ・性質 ・条件

などを説〈。そ してその表現は納象的であり 、 その必然

的簡単性は個別的形式の多機性とニュ ーアY スを払拭し

去っている。

「定義」について、この ことを考えて見ても 、定義持

凡ての場合に共通なものを抽象 したものであるから、そ

の抽象の際に姶てられたもの 仁これは、できるだけ例外

として存しておくが、そうでない場合もある。コ が 久 休

的な判断に当って重要性をもつことも決じて稀でない。

li! Pち、定義は一応の正確さをもつだけで多〈の例外が

あり、例外的な現象が多くなければ、定義そのものも、
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適当に改定されなければならない性質のものである、と

いうことを法の解釈者は常に念頭におかなければならな

いと法律学は教えている。

例えば、野球場 仁甲子園のようなコのス ! l : / ドに上屋

を鉄骨だけで造るとすると、建築基準法に紙触する。

仁 法 Ｒ Ｗｾ ミ・特殊建 築物の耐火構造 コ

ところで、 「耐火構造」という定義について考えて見

ると、建築基準法2条の耐火構造、という一般的な定義

が、ー般的な定義として妥当性を有しただ「観覧場の

屋外観『克服の上屋」という特殊の問題について妥当性を

欠くという場合には、この特殊な問題についてだけ、そ

の意味を変更するに耐火構造の屋外観覧席に設ける上屋

の主要構造部の鉄骨構造は火災に対し有効な他造とみな

して、コ Y クリ F トで被援しない鉄骨構造を、この場合

例外的に耐火構造の概念に含める。〉方が法の体系!を 棄

さない点で有後であり、そのように解釈することが適当

だからでるる。

このように、耐火構造という概念が法律全休に通ずる

ものとしての怠味と、スタンド上屋の構造要件としての

怠味とを別異に解することを、 「概念の相対性」という

実際上の事案について、吾々が自分の概念に従って決

するとき、余りに妥当を欠〈結論に到達する場合には、

若々は概念構成のどこかに欠陥があるのではないかとい

うことについて、更に法制の本質を明かにし目的論的

な反省をして見ることによって、その法域における特別

の概念を意識し如何に取扱いを異にしなければならな

いかという考え方に到注することがある。このようにし

ζ 吾 h は、法的概念の府対性を明瞭に意識するのである

そして、法律上の概念には常に、こうした相対性を考

えなければならないことを、念頭に留めるべきでらる、

とされている。

G( f 者 兵隠県飾磨地方事務所建築官製長コ

建 築 基 準 法 親 々 談

大大阪の玄関に、不似合いなものがるる。梅田界隈の

バラック群でるる。あのバラックは終戦直後、s ' . l 木のよ

うなパタメ F と建てられたものだと云う話しだ。大きく

て15、6坪小さいので5坪程度のものだが、建築物のお粗

末なこと諮しにならない。その建築物が、この頃、精築

したり改築したりするのが自につ〈。それが皮肉にもこ

のあたりー宇野は防火地域であって、耐火構造でないと建

てられなL 、。何と云っても大大阪の駅前、本来なら大度

高検怖の歯のように建ち並ぶべきところ、防火地峡で耐

火構造を求めるのも査し J当然でるる。査し当然ではある

が、実情はるの通りで改築にもしろ僧築にもしろなかな

か耐火構造! こしない。困ったことである。さきにも述べ

たようにこの辺は近い将来大きなピルの建つべき所、若

しらの小さな建築物を改築とか増築とかのたびに耐火構

造にしたとしたら、将来ピルの建築にひいては大阪の発

展に、大きな障りとなるか もしれない。因ったものだ。

耐火構造にしても困札しなくても困る。いたしかゆし

とはこんなときに言ふのTさらろうか。

市街地建築物法にも敷地内の空地についての規定はあ

ったが、新しくできた建築基準法℃は、その割合が一段

と強化された。特に商業地域の外の地域では中目当の割合

の空地を維持しなければならない。火災の予防とか衛生

とか災害時の危険を避けるためには、良い結果をもたら

すかもしれないが。大阪のように土 1升金 1チ1・のところ

では仲々難しい相談である。これを守る方も苦労するし

守らせる方も並大抵ではるるまい。その上物によっては
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上にも伸びられない。 l型ツの烏に 8 千万以上の国民が住

んで、しかも大都会の真中でこれだけのさき地を保持でき

るとあれば、人口問題あせるに及ぱなし、。

防火地威内にある木造建築物の 2 階を増築するのはな

かなか難かしい。なぜなら、防火地きまであるから、増築

部分は云うまでもなく、耐火構造にしなくてはならない

が、 2 階の部分だけを耐火構造にすることは砂上の様閣

を築くに等しいし、下からやれば結局改築に近くなる。

改築するほどの金はないしだからと云って二階はどう

しても 必要だと云うような場合があり得るからである。

つい 1 年ほど前まで臨時建築制限規則があって、建築

物の大きさが制限されていた。大きい家が欲しくても建

てることを禁じられていたのでるる。だからその禁が解

かれるともう少 L大きい家をと希うのも無理はないし、

叉営業の関係で必要に迫られるものもでてくる。

広さの制限は一応躍消されたが、それに代って防火地

域では構造による制限を受け亡簡単に泊築することが困

難になった。績に延びればまだしも、績に長! E びられない

ような敷地ではいよいよもって困りものだ。

法は峻厳なものいささかも違反することは詐されない

が、運用の妙、この言葉をこんな場合に使つては惑いで

; ! t ろうし。

この頃敷地についての抗議が少くないと云うことだ。

境界一パイに建築しキとか、他人の土地に似人したとか

不法に占拠したとか、そんな確認をなぜしたかとか、云

ったようなことで権利者側からの異議申立である。建築



基準法は建築物の敷地、構造、設備、用途についての基

準を定めたもので、敷地の権利関係を規律 していなし、。

ここで敷地についての基準というのは権利関係について

ではなく、 F脚色の衛生や安全、 ROち敷地の高さとか排水

の設備とか擁壁の設置などを指すものである。

建築基I経法が敷地の権利関係について誌もA寸L るとこ

ろがないのは、その性絡上当然のことではあるが、まこ

とに賢明であった。開己の権利保全のために建築基準法

第 9 条の発勘右求めるのは誤りであって、権利擁護のた

めには民事訴訟によるべきである。第 9 条の措置は特定

行政IJ の行政的良識においてのみ取吸われるもので、こ

の法律に遊反したことの外の如何なる事実も、その措置

のl京肉とし C考慮せらるべきではない。建築基準法によ

っ ム 権 利 の 保全を求めるのはあたかも木によじて魚を

求めるに似 C いる。

こんどの建築恋敵法は務しく民中化された。これを拾

っと見るとまづ公開による聴! 日j、建築審査会及び建築協

定がある。まことに結憾なこと ' Cある。これらの民主的

な制度を通じて閏民の作った国民のための法律を国民の

意思そ十分に的屯して運用しようと云うのであろう。国

民はこの期待にそって自分の法律として蔵庫的に協力し

たいものである。仮りにも 立法話ーが立法にらたって描い

た理想を現突の l函でぶち燥し亡はならない。

われわれの街が美しベなり安全になり道が広くなるの

を機うものはないであろう。建築基準法はこれをしよう

としているの‘ である。だから建築基準法をきらう答がな

いので為る。嫌わないのなら進んで守るべきだ。符や自

分の環境はよ〈したいと希いながら自分の建築が逃反し

ているのでは、ひとの郁で相撲をとるι 比の心臓だ。

確認は許可と共に建築の言十闘を認容する建築基準法上

の用語であるが、この許可や確認をする場合には消防の

同意を要することになっている。消防の同意は許可や確

認をする権限のある行政1')' に対してなされるもので、建

築主に対して為されるものではない。同意がないのに許

可や確認がなされたとすれば、消防法第 7 条に反するこ

とになるが、許可や確認がないのに建築したとしても、

それは註援に消防法第7条の違反とはならない。

建築主は大抵の場合消防と府庁の指導課との二重の指

滋を受けるの同じことで二軍の指導を受けるのは受ける

方としては閣倒なことである。況んや指滋の方法が1段違

うようなときには非常な迷惑を蒙むる。だから指;誌を 1

本にすることが望ましいが、これはすぐには望めなL 、か

らとりあえず指沼の分野会閉確にすべき ' Cある。詰し暇

があって、つぶさに法規そ検討 'C きたら、この両者の職

務の分野が自ら閉かになり二設の部分が少くなって他人

の畠を耕さなくてもよいかも知れない。

何とかの高望みと云う言葉がある。るまり大きな希望

をもち過ぎると、小さい手近なことも成就しないことが

らるのを菰刺 したものであろう。

建築基準法の中に古来わが国の建築様式である木造建

築を禁止したものが少からずある。耐火熔造の建築を求

めるのは今や時代的な要求となっている。しかし現在の

ところ耐火構造にするには木造の何倍かの建築資がかか

る。木造での建築は禁止されているし、 さりとて耐火構

造にするには資金面に困惣が伴う。これでは木造のもの

も耐火構造のものも共に進ますが結局アプ蜂とらずに終る

か、数て法をも破って木造建築が群生してくるかである

さればにや中央では耐火建築に対する助成金を支出する

案が考えられているとか、いないとか。助成金の支出に

よって耐火建築を奨励して、建築物を不燃堅牟なものと

し木材の濫伐を戒めて、治水と資源の枯渇を防ぐ。も

とより結憾なことで・あるが、これを裏返 して見ると助成

金でも出さないことには、耐火構造の建築物を造るのは

困難であると云うことにもなるかも知れない。

と云って何もここで建築基準法が高望みで、実施がむ

つかしいと非難しているのでは勿論ない。如何にむつか

し〈とも 、法である以上守られねばならないが、同じ守

るにしてもなるべく守り易いような環境を作って欲しい

と云うのでまbる。十分の助成金が出るか、耐火建築の建

築費が木造のそれと大した違いがないようになれば、人

は設でもおそらく丈夫ｾ燃えない建築を好むであろうか

ら、法の強制j によらずとも道は自ら拓かれるとも云いた

いのである。

建築基1111法の違反は、色々でるるが、ー番多いのは手

続違反すなわち確認を受けないで活工するものでらるの

ここから叉さまざまの違反が派生する。これに関連して

こんなことを開いた。確認の申諸をすると、なんとかか

とか難かしいことを云われるし、手続が面倒だ。申前し

ないで建てれば自分の思うように建てられるし、手続の

Mi 倒もなく、経費もいらない。若し見付かったら、それ

はその時のこと男ー匹度胸で行けと云うのだ。こんな人

に限って、また云号。自分の土地に、 自分の金で建築す

るのに何の遠慮ぞと。自分の土地、 自分め金と云うも同

じく法律の保護のもとにあることを忘れている。自分に

都合のよい法律は主援 し然らざるものは避けようとする

何と勝手なことか。これでは心臓の強いものが勝って正

直ものが馬鹿を見る。

近頃政治力が弱いと評される。だから国民が法を無視

したりまた無視されても取締当局が断乎たる処分ができ

ないのだとおっしゃる。国民の人権が極端に強くなった

から政治力が弱くなったように思うのである。人絡が弥

重されるのはまことに結構であるが、国民の人権と公共

心との均衡が破れると社会の秩序は素れ、政治力が弱い

かに見える。自由と社会、個人と公共このパラゾスを維持

するためには、破邪の法剣を振うのもまた己むを得ない。

伝家の法万は軽々しく抜〈ベきではないが徒らに死穣

させるべきでもあるまい。( 筆者大阪府建築部指導叡員〉
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住 宅

ζ り 住 宅 問 題 の 意 義

現在の経済社会に於ては臨念ながら住宅問題は生活問

題ー般の直接的な指標ではないが、それにも拘らずとれ

がその生活主体の結局は帰著しなければならない最も本

質的なものの一つでもらる ことは否定できない。

そして住宅問題そのものの概念的な意義や階造的解決

は時代のうつりがわりに したがって種々の変遜や進化を

つづけてゆくのであろうけれども、要するにその各時代

のそれぞれそ生きつづける人間にとっては、住宅という

ものがつねにその時代においての一つの解決と してその

各々の健全な人格形成に安定した場を与えるというもの

でなくてはならないというととにかわりないのでるる。

この様な意味から我々は現在の住宅問題を考察すると

き、その意義の重大さを感ずれば感ずる程その重大さに

比ベて余りにもこれとかけはなれた現施策の貧困と技術

的空白とを痛感するのであるが、しかしそれだけにその

本質的なものをその基盤にまでほり下げて、そこで現在

数多〈露ていされているその矛盾と倣陥とにとりくんで

ゆ く意義じかの技術的乃至造型的住宅観については全

〈関知しないハヅタ リ的批評家連の現実に無根な空想的

空論にかわって、理想的住宅環境には未だほど速い現在

でばらるけれども、しかもその中から少 しでも正 しい解

決に近いものを正確に表示しうる数的資籾と具物的な造

裂の上に建設的な実現への具体策をしつように生みつづ

けてゆこうとする我々の義務を発見することが出来るの

である。

( 2)  住 宅 政 策 の 批 判

二十世紀も愈 後々半に人って世界は全〈閲臓に色別さ

れた二つの陣営に分れてしまったけれどもこれを大きく

っつんだ一つの共通がある。

それは国家社会存立の根本条件主してまず第 1 にその

成員の最低生活が保障されることによってその政治制度

の価値と機能とに対する信頼が獲得されなければならな

いということである。

そして個人的自由と社会的厚生との分界線をどこにひ

くかということは、固によってい〈らかの過渡的な差は

るるけれども、要するに精神的な自由という縞祉の上に

さらに物質的福11t が補足されるということによってその

国家の社会制度の意義がはじめて確立されるということ

でるる。

世界人権宣言第29条

「個人はその中においてのみその人絡の自由且つ完全
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な発展が可能である社会に対 して義務を負号。」

世グイエツト 同盟新慾法第12条

「個人の自由な発達がすべての自由な発達の条件とな

るよう な共同社会」がはじめてその国民に対 して 「各

人はその能力に応じてあたへ、その労働に応じてうけ

とる」 という社会主義原則を保障する。

敗戦国から講和によっ亡国際社会に復帰 しようとして

いるわが国においても決 してこの例外ではありえないの

であって慾法にはその国民全体の最低文化生活を保障し

瞥ての軍国主義時代の富国強兵にかわって公共の福1J f : の

概念がその政治の指恐原理となっているのである。

日本国憲法第25条

「すべての国民は、健康的で文化的な最低限度の生活

を営む権利を有する。国はすべての生活部面について

社会情社、干全会保障及び公衆衛生の向上及び僧j隼に務

めなければならない。」

もしもこの保障をはたすのに失敗するときは、その法

の権威は否定されてその政治制度の諸原則はたんに国民

大衆を欺まん し抑圧する統治方法にす ぎぬものと して不

信にさらされるのは明白である。そ してそこに於ての秩

序もE 義 も衰退 して道義は色認せ、かくてその支配者群

は分解するか或は他者に道をゆずるか しなければならな

くなるに至るであろう。

かくの如くに現在の社会は過去の暴力的強制jによる秩

序維持にかわって、成員の自発的な信任こそがその社会

調整の翠礎になっているのであり 、その存在価値は成員

の福白ｾＺを保障を保障 し うる こ とによってのみ存立し う る

のでな くてはならないのである。

住宅問題とてもこのような国家の社会保障の見地カ〉ら

ながめられなければならない一連の社会問題の例外では

ありえないのであって、とくに住宅問題というものが我

々生活問題の重要な一つであると共に、それが我々個人

にとって問題となる場合は、個人的な努力や工夫ではと

うてい解きほぐしえない社会的さくごや経済的紋陥の累

積にからまれているのでるるから、その解決はどうして

も国家政策の似袈なーっとしてとりあげられなければな

らないのである。

ところが現状は終戦以来既に 6 年にもな句、この聞に

建設された住宅の総数は 260万戸を数えるといわれるけ

れども、その中7 7 %は民間建設に挟手してゆだねられた

ものであり、 しかも現在なお不足戸数として惟定されて

いる 340万戸は気ながにも向後20年間もかかつてこれを



断〈解消 してゆこうと し七いるのであるが、これをまる

う! と国のことは考えないと して同じ戦災国であった英国や

独過に比較 してみると、それらの国で終戦後にこれまで

建設された新築住宅戸数の中国家の補助資金によるもの

が英国では8 0 %、独泡iでは70% だそうであるから我が国

の僅々 23 %とこれを比ペる L その住宅政策の質的内容

は U まらくおくとしてもにこれが笑降、には我h のよりず

っと高〈進ん℃いるのでるるが〉これだけの数のひらき

は全く嵐念でしかたがない。

いうまでもなく、貧乏な島国であってしかも敗戦国と

しての乏しい財政力の下なのであるからもちろん多くを

望むことは無理かも知れない。しか しながら昭和21年度

以降昭和25年度までの国の住宅予算総計が一般会計総予

算額の0. 57%、会共事業費総額の 4 . 9%でしかなかった

ということは残念ながらこれはこれまでの建設戸数260

万戸の内約 8 割近くが全然国家的な施策外の自然増加に

何らなすところなくまかせられたということを物語る以

外の何物. ( " もないのである。

これは国民全体の文化生活の保障を国是とする国家で

あるべき我が固としては、少くとも国民文化生活にとっ

て重要なー要素でらるべき住宅問題をその重要さにおい

て正し〈評価してその政治制度乃至政策の中に順当にと

りいれたとはいいえないできうろう。

しかも 260万戸の7 7 %をしめる民間建設による住宅と

いうものは、戦禍による全くの窮迫した住宅難におっか

けられて、質的技術的ないし恒久的社会的考慮はまずす

ておき、現実の資金難に四苦八苦 しながらの漸〈のこと

で f;lf;l キ上げた建物なのであるから、これら家屋の今後

の自然腐朽ならびに火災その他の災害による新 しい需要

は、これまでよりより以上の高率が予想されるのは当然

である し これに将来の人口の自然膨脹と現在の推定不

足戸数 340万戸を加えて考えると現在の住宅問題は依然

深刻であり、その解決のためには何か抜本的な国家対策

が要求されているのである。

しかるに27年度乃歪それ以後につづくべき当局の住宅

建設計画は依然慈善事業的色彩を出でず、現在の住宅政

策ではその本流でなければならない公営住宅の建設をさ

え年産僅か 3 万戸足らずしか計図していないのには全く

その意の那辺にらるかを疑わざるを得ないのである。ま

して今後20年もかかって漸〈現在の不足戸数を解消しょ

ぺデスタ1Ltn: D

太洋組株式曾位

うとするが如きは国家政策の何たるかを解 さないのでる

ろうか。

1 千万もの国民を20年間もその設惨な住宅難の しん ぎ

ん中に放置するとい うことは、その こと自身大き な国家

問題であって、これだけをもっても現在の佐宅問題は一

つの省を設けなければならないほどの社会にとっての重

要課題・をなくてはならない。

これに反して当局の言うがま日き貧弱そのものは20年計

画の如きは、 これは政策ではなくて単なる言いわけ的な

へ理窟と して しか受けとれ得ないのであって、盆出定入

を第河原則とする国家財政の根本からいってもこのよう

なことが民主的政治にとって決してE 当であるとはいL 、

えないのであるの

何故ならこの現在の如き深刻な住宅要望の国民の声こ

そ民主政治にとってはまず第 1番にその財政予算の盆出

計上に於てそこに最も優先的な位置を与えられるべきで

るるからである。

このような誤れる国家政策の上では地方公共団体にし

ろ民間企業に しろ或は叉個人に しろ如何にその住宅問題

の解決に真剣にとりくもうとも決 して解決 しきれる問題

ではらりえないのでるってこれでは嘗て 「われわれは笑

うことにずら値しないいわゆる住宅営団の不仕末をみせ

つけられたほか、殆んど全く如何なる政策をもったこと

はなく 」それほど 「左織にわが日本の住宅問題は絶望的

に悲惨であり 、その対策は徹底的に貧困でるる」 とうそ

ぶいたー批評家の酷評を我々は再び甘ん じて受けつづけ

なければならない ということむなるのではないか。

我々は今こそ 1千万の人々のためにE し〈高い住宅政

策をかかげてこれが突現に努めなければならないのであ

る。

に3) 住宅政策の新構成へ

しからばどういうかたちの新政策によって叉これをい

かなる順序をおうことによってこの重大な住宅問題の解

決にとりくんでゆくかそして又一体この悲惨な住宅難に

くるしむ多くの人々の声に共鳴すべき建設的な正しいJ主

体策はどういうものであるかとかうことになるがこれは

両者とも決 して別々な問題ではなく互によりよさ自らの

発展への弁証法的発展への契機を他の中にもつ一一即ち

現実の力ある政策にうらずけられた上にこそ我々の真撃

な住宅像形成えの努力が新陳代謝をその本質的契機とす

るグイグイツドな時代的要28えの解決として生長してゆ

き、この現実の環境に解答する具体的住宅像の解聞によ

ってよ り高い観点にたつ住宅政策というものが自らのも

つ正 しい方向を現在の社会環境の上に投影する ことが出

来るのである。

しかるに住宅問題というものが今まで我々の関でとり

あげられたときはこのような所調弁証法的な観点にたた

なかったたb に、たとえそれらが技術的乃至学術的には
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誠実であり良心的・であったと しても、そうでーあればある してい る現在の住宅政策一一公営住宅無用論さヘチ ラホ

ほどそれがいかにもギ コチない中学生の方程式の答えの ラ聞かれ出されようとしてい るーーへの起死回生えの最

如く単なる公式のょせるつめのようなものに しかす ぎな 後の一策としてどうして もこの住宅政策における量的な

かったの可きあって、いわば机の上に根気よくつみあげた 合理的解析とその抜本的な現施策えの採用が叫ばれなけ

科学的空想で しかなかったのである。 ればならないと痛感しているのである。

我 々はこの正に時代的意義を全くなく してしまおうと に筆者大阪府建築部住宅課コ

4  

ｾ＠

建 材 審 査 会

務 ( 12月分〉

1 日2 時朝日事務所第一分科会開催竹内孝主査外玉名

平安、ナニワ瓦、田島アスタイルにつき審査後田島タ イ

ル市内施工現場三個所を検分 した。 12日午後再開瓦につ

いて結論を得たが F イル・ ル戸フイ γ グは更に資料を得

検討する事とした。

編 集 委 員 会 1 日3 時朝日於白石委員長外新年号

につき協議22日同所再開二月以降につき協議した。

特種機誌を規準に関する懇談会

5 日2 時より朝日於紐積式コY クリ戸ト・ プロッ ク造

型符? 丸 組 立 丸 張 壁 構 造、耐力壁式構造、軽量 ヨゾ グ

リ戸ト造等につき建築基準法に関する政令追加案が学会

で研究され関西側 との意見交換会を開催、当日学会側委

員竹山謙三郎博士後野新一技師出席協会並関西側 より京

大坂博土、阪大奥島博士、元吉府住宅課長外、菅防災係

技師、 桐本市住宅局次長、肥後大鉄営絡主管、小島地建

営絡部長、安井建築事務所、柏村組社員、並フ・ロック関

係業者神谷建造、ワク F 建築工芸附図工務底、芦田建工

社、及中野主記理事大和常務理事等19名出席、竹山、浅

野両氏より別刷参照詳説、質疑応答検討した。

定 例 理 事 会 12 日2 時於朝日竹腰会長外七名出事

務所借室値上の件承認、 日本紡績協会申越に係る基準法

に関する陳情事項協力方協議近く別途委員会設置全面検

討する司王を申合せた。

第二回建築講習会消算承認、工事J U負約款第二回印刷

費支出承認、事務局下半期賞輿支給額決定、入退会別表

承認、-R初回理事会午霊会と同時開催決定、刈五年記

念事等企画主記一任申合せ、十一月分会計報告、各委員

会経過等報告諒承。

強< 1 憧穂与

「111ヲフマド康一|
= 寺吋/ ) ス

フローリンヴ・

ｾＱｴ 六［ＱＮＮＮＮ $  

有任施ユ，

田辺工業費限曾紅

大阪市丙区江戸廊下通ニノ一七 億土佐掘@2 677. 4471 
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和 歌 山 支 部 15日2 時於同事務所栗林、嶋村副支

部長厳本幹事本部大和理事会合明年度、事業企画集金方

法経費問題を協議終了後和歌山役員一問、忘年恕民会開

催約20名出席 された由。

第一生命ピル潜函工法見学会

会勢委員会主催18 日2 時30分大阪駅前建設現場に集合

する者約 150 名、 同工事施行中の竹中工務l苫中出現場主

任山口技師の案内説闘で見学 した内

京 都 支 部 '18 日4 時間事務所にて松井支部長外

出席、 今夏来開催の建築講習会終了消算及今後の事協議

した。 終って懇親会開催。

出 版 会 員 会 20日4時朝日にて合成樹脂関係者、新

光 レイヨ y 会神谷氏、倉敷 レイョ ν 浦辺氏、積水化学坂本

氏、 日本化工材工業井上氏小林委員長大和理事出席 アタ

リライト・メ ラミゾ、塩化酸硬質ピニ ール等執筆者を定め

た倫24日四時同所・で総委員会開催後出fJ i : 方針を1%11関。

紹念事業準備会 26 日4時於天神腐分室浅沼、浅海、

斎藤中野各理事並大和理事等出席基本事業企画祭を協

議、一月句 会々長出席更に検討申合せた。

。会員株式会社鴻池組殿五十周年披露会株式会社鴻池

組殿には閲治三十三年御創業以来社業御隆盛五十周年を

迎えられたのを期し去る一月十四日於南海高島屋大食堂

で莱御主主露が怠った、当日は竹腰会長始め本会員も多数

列席されたn ままに同社の御盛業を祝福申上げ裕御発展を

祈る次第でるる。

。会員動勢 本会京都支庖長松井清之助氏は昨年京都府

建築部長を辞されたが今般飯野産業株式会社に入社され

た。乙烏丸七条京都出張所〉因本会京都支部長は倫任期

中である。

大 会会 合 |防 耐

採 {ま を 間
電 阪 軍士資
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建 築 積 算 使 覧 ( 第四回) 川 村 統 之 編

7. 鋼 筋 コ ン ク リート港建 築 の 雑 作 用 木 材 鐙

内 部 の 構 造 に よ り 具 に 十 る も 、 延 坪 当 り O. ＱＷｾＱＮ＠ 90石 仁延 l U! 1当り O. ＰＱＴＳｾＰＮ＠ 1 6 mり に し て 、

Ｚ辰近のものでは、共同住宅にて延坪当わり ＴＰｾｏＮＸＰ 石仁延 ｬｮ Ｒ 当り ｏ Ｎ ＰＳＴＭＰ Ｎ ＰＶＷｭ り・である。

昭和23生l一度型鍋筋コゾクリ戸ト共同住宅オ寸司統計

7 土 匹 目 『 可 否E F

w  組 1 O. 2HOI  O. 02411 J l包下築物使 1 o. 04010.  003 

悶 イ 上 旬J 1  O.  13[，1  o. 01111 附 段笈 ベ ソ 1o. 005[ 0 000，1  
1  v.  .v"l v. V "  "11 トハウ ス 1  v. vvul υ山

内 法 1 0. oH41υ. 00711 様札・郵使交 1O. 00310.  0003 

昭 和24年 皮B 型 銀 筋 コ ン グ リ 戸 ト 共 同 住 宅 木 材統計

r 国ー一
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種 別 |石/ 延坪ト8/イ 種 別 | 石 / 胸1
m
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仁註コ

左 表 は 一 例 を 示 す ち の な れ ば 、 併

造によ りて 諮 異 あ lJ 0 数字i士会木材

班の ｾ｢ Ｑｴ 示すれ

上 表 に 示 す 如 〈 用 途 同 ー の も の は

例 え は 佐 佐 に あ り て 、 市 営 住 宅 k 分

機 住 宅 を 比 較 す る Iこ各部分の木材の

使 用 率 仁 % ) は 同 ー に 近 い 。

鼠ー髭 辺 住 宅 は 制 部 lよ同一なれどノj 、

E H且材/ J ｾ Ｎ ｾｦ 以下なるも、 ｊ爪 Ｑド￡組 Ｔネ材 Ｔ寸 ｦ と、

I内吋夕列外lト.星墜童剖f斜体*ミ噺材が檎大なる乙 k が 解 る

仁最 E彦苦

て、母屋、_;J 、犀束の無しい、干榊待治でゐる コ

学 校 建 築 の;場合は、/J 、E是正旺に於て、

二 陪mが平家主Eの 約)4な る は、 B vr:

lこ換 算 す る 為 で あ り納部 の 大 な る は

柱、挫位等が断面大となる為である 。
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9. 木 工 事 大 工 手 間

( Aコ建f f . 当 b及木村単位i I l : 当 b大工手間
仁B ) 大 工 手 間 の 建 物 の 部 分 別 割 合 C%)

目立

建 物 のE正面積当 b ζ 人コ 木 材単位景当ｾ ( 人コ

M 1坪 にイすき M 1 m
2

1こイすき

木材 l 石 に 付 木 材1 m3に

き イ寸き

ｼ仮設ｼ普通 ｉｾｾ 仮設ｼ普通 ｉＺ ［ｦｾ 仮設| 普通I;W仮設ｼ普通 ｉＪ ［ｦｾ

f主 宅 2. 7  3. 1i 3.  9  0. 8  1. Oli 1. 2  1. 岳 1.1i 1. 0  5. 0 G. 4  G. 8 

底 舗 2. 3 3. 3 3. 7  O. 7  1. 0  1. 1  1. 3  1. 4  1. G  4. 7 Ii 0  Ii. 4  

寄 宿 舎 2. 6 3.  1  3. G 0. 8 0. 9 1. OG 1. 3 1. 35 1. 4  4. 7  4. 8  G. O 

倉 庫 1. 4  1.. 8  2. 1i O.  4  0. 55 0. 71i 1. 0  1. 11i 1. 3  3. 0 生 1 4. 7 

工 場 1. 7  1. 9  2. 1) 0. 1i 0. 0 0. 8 1. 2  1. 25 1. 3 4. 3 4.  Ii 4. 7  

事 務 所 3. 0 3. 4  4. 2  0. 9 1. 0  1. 3  1. 4  1. 1G 1. 5  5. 0 5. 2 5 品

ＡＮｾｾ ・， 
校 2. 6 2. 8 3. 0 0. 8 0. 85 O. 9  1. 3  1. 4  l. G  4.  7  6. 0 6. 4-

病 院 2. 9  3. 5 4. 8  O. 9  1. OU 1. 45 1. 3  1. 4G 1. 6 4. 7 5. 2 u. S 

上 琴、 1. 6 2. 1  2. 3 O. G 0. 6 O. 7  1. 6  1. (j G  1. 7 5. 8  0. 0 G. 1  

板 塀 0. 3 0. 6 O. 9  O. 1  O. 15  0 3  0. 8 1. 05 1. 3  2. 9 3. 8 4. 7  

小なる 建 物 3. 7 5. 8  7. 3  1. 1  1. 7u 2. 2 1. 1  1. 3  l. G  4. 0 4. 7  6. 4-

現 場 事 務 所 1. 3  1. 5  1.. 8  0. 4 O. 4G 0. 61i O. S  O. 7  0. 8 2. 2  2. 6 2. 91 

仁数コ板塀は若草酉J ; ' ! ' 及1 m日当 bを?示す。

ノj 、なる建物とは、浴 場 、 便 所 等 の 坪 数 の/1、さレ建物を示す。

上表数価は大臣告平均価なるを以て止1 : の数価を建物、 共 の 他 の状 況

に依り適当なる J噌減を要する。
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大 人 / 坪 5- BI  7 - 81 9- 10110- 1(; 15- 20 20- 】

洋

風 工 人I m
2

111. 5 - ¥2. 1- ¥2. 7- 3¥3- 4. 6 4. 6 - (j 6 -

1.81 2. 4 

U 小 貫 fI uO 11 3011 11 仁4聞か〉 1. 10人

H 大小宮1] 11 150 11 5011 
1削甲角Ｕ 寸角 ｾＴ 寸

O.  30人

に1 t担11こイ4

[主 2. 1 -

6 - 8  8 -

手 人 / 符 1 . 5:--I '  ' 2. 41
2

.  7 -
3

1  4 - 6  

宅 1. 8

元 人/ m!l llo. 4 u - ¥0. 66- ¥0.  8 - ¥1. 2 - 1. 丹~ 2. 4 -

0. 65 0. 71  0. 9  1: 8  2. 4  

くD ) E t 方 鳶 手 rUl

松6分 板 巾 尺

00枚 :10枚
同 1 分 皮 仕 上 延問

0. 2人

片面肖1]
長 1

11  !!.附2寸角天 井 廻 20本 9本 杉 丈 大3す. 4寸 4; 事

グイナ鴨居仕上及

1聯 11 21尚 11 311 

取 付

114寸 敷 居1聞に付 0. 4ノ、 11 1丈 挽 角 H
ul l  

11  U寸 11 11 1組 0. 0人 H 上 柄 下 立1組 3011 

杉 長 押 仕 上 長1附 。. 5人 H 貫 穴 80ケ

U 縁 板 仕 上 長1問 O.  1人 /) ;jj' i 穴 100ケ

く綱 省 高長木工務応勤務〉
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新 年 の 賀 詞 を 賜 り ま し た下記 各 位 に謹 み て 御 答 礼

申上げます。

昭和27年1月

社団法人 日本建築協曾

大阪府知事赤間交三氏、問星功雄氏、旭硝子株式 会社、

浅野ス レ戸 ト株式会社、東二三郎氏、恵美保蔵氏、円堂

建築事務所、オリェ γ )l J レメタル製造株式会社、，大阪建

設業協会、大阪写真製版株式会社、大阪陶工会議所、大

阪耐鍛工業所、大末組、奥山郁治郎氏、千rl1ro屋、木下i謹三

商庖A 、西由市氏 ぷj野組、資久工業株式会社、三恭化学工

業株式会社、三尭閥会、新建築社、田島応用化工株式会

社、大三製作所、大同鋳造株式会社、大和銀行北浜支活

大 和工 業 隊 式会社 、 高田ｊｬｬＮＮＡＺｾ氏 、 武田経一氏 、 東海電気

土木株式会社、} I ' ! 建商会、東洋洋瓦株式会社、ナニワス

レート 社、中川真佐吉氏、中村m太郎氏、難波凹郎氏、

日本板偽了株式会社安芸津工場、日本塗料化学株式会社

、新聞英夫氏、建設大臣l I l Y 田: ! 11l 一氏、野田市三氏、松木

徳太郎氏、三舟窯業大阪蛍業所、 ｾｉｾ 内建設株式会社、四

国ラス メゾ ト工業株式会社、山本雄材 tJ 、山本主農業向l占

吉田鹿之助jffi 庖、弁設土俗矯渡氏仁以上〉

敬 弔

会員福島問' l J株式会社社長柏田熊一君 26年

12月?: 7円タ突如脳溢血で急逝さる Cヂ年69才と開

< ) 同君は昭和 6 年 5 月に入会 され関西建材界の

亙鋲 として本会に貢献せられしに俄かに言ト報に接

し痛惜に堪えませんま互に謹んで哀悼の意を表し御

笑福を祈ります。

編 集 後 記

本月号は編集企画が狂って予定と違ったものになった

ので、会員諸氏から何をしているかと御叱りを受けそう

でちる。何とも至し方なくなったので、御執筆の方々及

び会員諸氏に御詑びする。また小川正氏には御処理を願

って N J BスF ジオの音響測定に関する玉稿を頂いて居

ながら、予算等の者11合上木月号に掲載できなくなった。

近く誌上を飾る予定であるから暫く御猶予を御願いする

〈白石〉

0 創立升十五年初念事業の件

昨年来懸案の標記愈々本年より着手の事に目下準備委

員会にて立集中であります、三月号にて内容の掲載予定

発表の跳は全会員の絶大な御協力 と御支援をお願 します

0 特殊建築物関係法規索引について

上記パY フレヅト は非常な好評を博 しているが残木が

20明 l足らず、となりま した。御希望者は売切れとならぬ

内御申込下きい一部￥150 - 一会員組15 1送料突費

0 四会連合工事詰負約款領布中

上記の御使用と普及方につき御協力願います。

一部￥30. 00送料突費の事

O 人を求む仁見習生 コ

市内来工務所で設計諸事務、土地家屋調査測量等見習

生党求めている。新制陶工卒叉は夜間在学生等に して勉

学; 立志強固な方を望む。

0 住 宅 謹 渡

省 線fι ft.駅北西 仁駅より約五分コ二階建電話付住宅譲

渡したし、ー階三任、三位、四位半、八畳、台所10坪二

階八口、六4也、詳細l百機の上、

以上御連絡は本会事務局長ｾ

関西建材会会章図案懸賞募集結果発表

昨年末募集いたじましたJ : . ; 記の件締切迄に46点の応募

を得十二月六日於朝日ピル事務所で審査会開催第一回 ] 3

点を予選 した後第二回投票の結果下の通決定いた しまし

た。 認に本会のため応募庚きました各位に対し厚〈御礼

を申述ベます。

1  等。 山本武雄氏。

佳 作 。 石井一信氏。大津敏雄氏。岡本武志氏。

柴垣貴雄氏。松本儀人氏。深尾治氏。

以 上

昭和二十七年一月

関西建材会会長徳永善四郎

建 築 と 社 会

第 3 3 輯 第 2 号

売価 1 都田円仁送料共〉

昭和27年 1 月2u日印刷 ・昭和27年 2 月 1 日発行

編集発行λ 川 弘

発 行 所 社団法人 日本建築協会

大阪市北区 中 / 烏3 ノ辺 朝日ピノL

fs 路 北 浜 ⑫ 133 4 - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 出9 9 7  (j 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 G G  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社 電蹄盟締@初56番
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園 際 見 本 市 曾 館

冷 暖 房 換 気 衛 生 設 備 概 要

新

竣 工

位 置

敷 地 面 積

建 築 面 積

建 築 延 面 積

階 数

軒 高

構 造

設 計 監 理

主体工事施工

築概 要

昭 和 2 6 年 1 0 月

大阪市東区内本町橋詰町58番地

2，651. 03 坪

403. 91 坪

3，666. 685坪

地 下 2 階 地上 7 階( 塔屋付〉

100尺

鉄骨鉄筋 コングリ ー ト造

大阪府建築部営繕課

株 式 会 社 大 林 組

冷 暖 房 換 気 衛 生 設 備 施 工

須 賀 工 業 株 式 曾 枇



全 館を夏は涼 し く冬は暖かに常に適度の温湿度に室内を保持し快適な御宿泊と執務が 出来 る

様 に次の四系統によ D最 も 近 代的 にし て斬新な設備を して あ Dますo

lレスウイツチの操作に依り自由向在に主 I/' J ifn¥. 度を

2 ，3 ，4 階暖房系統

Ｒｾ Ｔ 階は専ら商品の見本展示場でありますので

冬季暖房のみを行う設備に致してあります。地 2

階機械室に空気加熱装置を設置し蒸汽にてia風を

訳整し各吹出口よ b 送気し還気は還気グリルより

吸引されiIl I ! 過器にて塵壊を除去したる後再循環送

調整出来ます。

( 4 )  

気

地 2 階送風系統。地 2 階排気系統。地 2 、地 1 、

1 階便所排気系統。地 1，1，2，3，4，7 階便所排気系

統。厨房配膳室排気系統。洗濯場排気系統並に5，

6 階ホテル客室送排気系統の 8 系統に分け夫々送

排風機に依り強制換気をします。

備

風します。

言受換

地 1 階、 1 階 Z 階冷暖房系統

地 2 階機械室に 200 噸グ ーポ冷凍機並に温濃度調

整器を設け外気取入口よ b の新鮮空気を室内よ b

の還気と混合し空気中の盛挨を除去するため空気

泌過器で清浄し夏季は冷凍機よ b の冷水を噴霧し

冬季は; F イラ ーに発生せる蒸汽で、加熱した温水を

噴霧し空気を冷却叉は加熱し、送風機にて各階各

室の吹出口よ b 吹出します。愉盤井水により地熱

を利用するため地 2 階機械室の一隅に気曝室を設

け外部より取入れた新鮮空気を予冷又は予熱を行

冷暖房換気設備概要

( 1 )  

衛生設備概要

( 1 ) 汽 繕 設 備

暖房。厨房。洗濯。其他給汽、給湯用として高圧

ケ ワ = ー型ポイラ ー 3 基( 将来更に 2 基増設の予

い熱経済を計っています。

( 2 )  7 階宴会場冷暖房系統

中 7 階機械室に空気調整装置を設置し 7 階大、中、

小宴会場、広聞の冷暖房を行うものでありまして

冷凍機よりの冷水叉は汽雄室に設置の温水加熱器

にて温調した温水を冷却器( 加熱器〉に送り多翼

送風機によ b 送風ググトを通じ天井に取付けられ

た特殊レデ、スタ ーよ り吹出し、冷暖房の目的を達

ずるようになっています。 定〉を設置し、発生した蒸汽をス チー ムヘッグ ー

に集め、各系統別 に給汽す るのでありまして各器

具にて生じた凝結水は レシーパ ーグングに復帰し

給水ポンプにて自動的に汽健に給水します。

( 2 ) 上 水 給 水 設 備

飲料、洋風パス 、洗面器等。約 加O箇所に供給し

ます。サ ービスメ ーンパイプ。は表道路市設水道本

5，6 階ホテル冷暖房系統

5，6 階各25客室合計50客室は通常同時に使用され

るととは稀れでありますので各室毎に j レーム ・コ

ンデイシヨナ ーを設備致しまして適時自由に運転

し室内温度の調節が出来るようになヲています。

即ち客室の窓台下グリル表面に 2 佃のコントロ ー

( 3 )  

管より引込み地 2 階の受

( 3 ) 井 水 給 水 設 備

建物外東北隅部の盤弁よ

りボアホー j レポンプで揚

水槽に受水し、之より上

水揚水ポンプにて屋上水

槽に揚水し各所要個所に

給水します。

て屋上井水槽に揚水し重

力式によ b大便器小便器

水し一旦地 2 階気曝槽に

導き気爆後床下浄水槽に

貯水し之を揚水ポンプに

地

ヨ

階

汽

継

室

の

部



温

水

加

熱

蛸

刊

並

ヘ

ツ

〆

l

配

管

ｈ 放水栓 ｾｾ￉ 用水等約 ＱＱＰ 箇所に給水します。

' f ; ¥j ' 夏季は冷房用に使用するため冷凍機コンデンサ

ーの放出管の途中に密閉式受水槽を設け前記揚水

ポンプの切替に依 b 屋上井水槽に揚水します。

消 火 設

地 2 階機織室にi I i : 動機及50馬力ガソリンエンデン

直結消火 ｰｲ Ａｬ ｊ￭ｾ Ｉｪを設置し各階 ＲＰ ケ所の消火佼に接続

し非常の際消火栓を放水せば臼l l i J j 紘也会が作動し

ポンプは n動運転します。叉伴屯時は前述のガツ

リンエンジンのグラッチの切替に依 b簡単に消火

ポンプは運転します。倫 1 階 表 玄 関 脇 に サ イ ヤ

ミュ ー ズコネグシヨンが設けてあ b ますので消

防隊のポンプよ b 送水が出来るようになっていま

備( 4 )  

ナ。

( 5 ) 給 湯 設

汽健室に給湯用ストレ ーヂヒータ ー2 基を設け蒸

汽加熱管に依 b 加熱された温水をパス 、洗面所、

其他約 200 ケ所に常時供給します。循環ポンプは

備

7. K 冷式を採用致しました。

汽

ボイラ ー前の蒸汽母管より常用 4. 2kg / c m
2

の蒸

門を暖房用加熱器 、 厨房器 ｊｾ 、 洗 ｪ 罷場乾燥機 、 プ

レス等に給汽します。

物内の塵芥を完全に焼却します。

グストホッパ ー ( 盛挟投入口〉は軽金属製で各階

備設給( 6 )  

1 個宛設けました。

衛生陶器及器具類

陶器は東洋陶器林式益社一級品を使用し附属器具

は須賀工業株式会社特製グロ ーム鍍金高額品及東

陶製品を使用しています。

( 10)  

排水並逼気設備

1 階以上の各器具の排水は全部取極めて市設下水

木管に直接放流します。

地 1 階、地 2 階の便所汚水管はフラッシユグリ ー

ンポンプに依り自動的に屋外市設下水管に排出し

(  7 )  

50車且

63 

22 

B H- 29 洋 風 パ

洋 風 大 便 器

和 風 大 便 器

大 小 便 兼 用

ス

ます。叉其他の排水即厨房排水はグリストラップ

にて除池し理髪器、 洗面器はへア ー トラップ、洋

風パスにはパス トラップを夫々取付t T 除髪及臭気

2  

C  - 38 

C  - 125 

C  - 6 3  
の逆流を防止します。

排水主管は地 2 階地下排水槽に後続し同槽より竪 26 

10 

U  - 3 0  

U  - 2 3  

ス ト ー ノレ

壁 付 小 便 器

洗 面 器

型排水柳筒10馬力 2 台、35馬力 1 台に依 b 自動的

に屋外に放出します。

洗 器

スロツフ. シンク

洗 液 流

理 髪 用 洗 商 器

水 苓 器

石 鹸 入

紙 巻

87 

2  

11 

18 

1  

L  - 92 

S K- 22 

L  - 5 7  

L -

//  

手

警 報 装

フラッシユグリ ーンポンフ. 用汚水柑並 一 般地下 排

水槽の各ポンプに万一故障を生じ制限水位以上 に

上昇した際はす、色信号燈を点じ警報べ lレが l鳴りま

置( 8 )  

1  

4  

50 

87 

1  

SK- 36 

L - 3 4 0  

伍

川

川

却

ト

↓

一

q

u

Q

u

q

u

 

器

ナ。

( 9 )  塵芥焼却炉並ダストシユート設備

堕芥焼却炉は耐火陳瓦造り外装鋼板張りにして建



r {  

"  
温風用仁No. Ｔ ｾ＠ ｸ Ｗ ｾ 馬 カコ ー円 可 口与

"  

ホテル送排風用 ( No. 3 x  1馬カコ
町同 4日f、

ス

地 2 送 風用 ( No. Ｈￍｾ＠ ｸＷｾ 馬力コ 1 台

"  
J[.. 排 風 機 地 2 排F且用仁NO. (I x ( I 馬力〉 1 台

"  
各階使所 仁No. Ｔ ｾ＠ x 2馬カコ 1 台

"  
地階使所 仁 ｎｯＮＳ ｾｸ ｬ 馬カ コ 1 台

ム
1/ 厨房排 気 ( No. Ox  10馬カ コ 1 台

"  
f先灘場排気 ( No. Ｑ ｾ＠ X 弘馬力〉 1 台

ノレ戸ムコ: / 干イシヨナ戸 60台

温* 110熱器 〈径1200粍 x 会 長3030粍〉 1 基

ストレ戸 ジ ヒ戸夕戸〈 径 ＱＮｾ 米 ￗ長さ ＳＮＰ 米〉 2 基

市* 受水槽 仁角型2米 x 3米× 全米〉 1 基

屋上上 水 槽 〈 角型 Ｓ 米 ｸＳ 米 ｘ ｾＮ J 米〉 1 基

井 *受水槽仁丸型径2米 x ［［Ｚｾ Ｓ 米 〉 1 基

弁Ｊ屋上水槽く角型 Ｓ 米 ｸ Ｚｊ米 ｸ ｾＮ 7米〉 1 基

ボア ホ戸) 1- ポ :/ 7. 仁20，000石11ヨx Ｔｾ 米 ｸ ｏｏｈｐＩ 1 台

上井Ｊ 揚 Ｊポ γ フ・ＨＱ ＰＰＰ 立Ｏ 分 ｸ ｇｏ 米 ｸ ｾｏｈｐＩ 4 台

消 火ポゾフＮ仁 ＹＰＰ 立 Ｏ分 ｸ ｾ Ｈￍ 米 ｸ ＳＰｈｐＩ 1 台

給湯循環ポ y プ( 120立/ 分 x 10米 x 1 HPコ
】ｾ Ｉ ｾ円 h  

墜型排水ポ y プ ( GOOO立/ 分 x 16米 x3CH P ) 1 台

"  

( 1GOO立/ 分 x 1(; 米 x 1 0 HP) 2 1告、

フラッシユ ク リー ｹ ポシプＨｬ ＰｾＰ 立 Ｑ Ｚ 分 ｸ Ｑｇ 米 ｸ ＷＮ uHP )  2  i:. :、

i 9 . 縦給水ポ y プ ( 400立/ 分 x G;j米 x 1uHP ) 1 台

ｆ 戸 ポ冷凍機〈エバラ ｾｏｏ 冷凍噸 Ｒ￺ｏ 馬力但し直営によるコ グ ＨｾＮｊ ｏ 立Ｏ分 ｸｇ￺ 米 ｸ Ｗ Ｎ GHP )  1 台

1 基 温水循 環用 ( 420立/ 分 x l G米 x GHP ) 1 台

ケワユー型ボ イラーく内 径107;) 粍胴長4390粍全長4800粍〉 冷却水循環ポ ｙ プ ＨＱ ｾＰＰ 立Ｏ分 ｸ l Gx  1uHPコ

3 基

本設備に使用せる主なる機器類

1 台

自動給炭機〈米花式 I I ーの

送 風 機 冷 房 用 仁No. 7  x  l ( I 馬カコ

"  7 階冷房用 ( No. Ox  l G馬力〉

3 台 冷却水還* 用ポ y プ ( 700立/ 分 x 45米 x l uHP)  1 台

2 台 井7) <コ Y デシサーボ y プ ( 3000立/ 分 x25米 x 4 0 HP ) 1 台

2 台 弁7) <噴星雲ポ γ フ・仁020立/ 分 x GO米 X 15HP) 1 台

現 在 施 工 中 主 要 工 事

東 京 銀 座 松 坂 屋 百 貨 応 衛 生 設 備

東 京 日 活 圏 際 会 館 衛 生 設 備

京 都 三 和 銀 行 京 都 支 底 冷暖房衛生設備

大阪第一生命ピノレデイング 衛 生 設 備

大 阪 大 和 ピ ノレ デ イ ン グ 衛 生 設 備

大 阪 御 堂 筋 ピ ノ レ デ イ ン グ 冷暖房換気設備

須

暖房・冷房・水道・衛生工業設備

設 計 ・ 施 工

工 業 株 式

大阪市福島区堂島浜通四丁目ー0

電話福 島 ( 45) l 1G7.  l 1G8.  20G7. 20G8 

支 庖

賀

」全』

コミ 枇

東 京 支 庖 東京都港区芝田村町六丁目七

名古屋支局 名古屋市中区材木町一丁 目六

京 都 支 庖 京都市下京区烏丸通松原下 ) L

神 戸 支 底 神戸市生同区北 長狭通二丁目

福 岡 支 庖 福岡市千代栄町六番地ノ二

f1G24.  152u 

電 芝 イ

t2025.  2020 

電本局 2784.  54G3 

電 下 1989

包主革合 180u 

電 東 1::79. 2749 
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